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一

は
じ
め
に

近
年
、
道
路
、
駐
車
場
等
の
都
市
基
盤
整
備
の
遅
れ
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
を
背
景
に
し
た
公
益
施
設
の

郊
外
移
転
、
商
業
施
設
の
郊
外
展
開
等
と
も
相
ま
っ
て
、

中
心
市
街
地
の
衰
退
や
空
洞
化
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
特

に
全
国
の
商
店
街
の
空
店
舗
比
率
は
九
･
三
%
に
達
し
て

お
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
(図
1
)。
こ
の
よ
う
な
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進

め
る
た
め
に
は
、
交
通
環
境
の
改
善
、
土
地
の
有
効
高
度

利
用
の
促
進
、
各
種
都
市
機
能
の
充
実
･
再
生
等
を
図
る

よ
う
市
町
村
自
ら
が
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
阻
害
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
は
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
悪

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
人
ロ
二
万
人
以
上
の
自
治
体

に
お
け
る
商
店
街
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
商
店
街
の
衰
退
の
理
由
と
し
て
約
八
割
の
自
治
体
が

｢商
業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い
｣
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(図
2
)
。
こ
の
た
め
、
中
心

市
街
地
内
の
道
路
や
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
連

続
立
体
交
差
事
業
な
ど
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

点
的
な
整
備
を
推
進
し
、
通
過
交
通
の
排
除
と
中
心
市
街

地
内
の
自
動
車
交
通
の
適
切
な
誘
導
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
平
成
一
〇
年
七
月
二
四
日
、

｢中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業

等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
(以
下
中
心
市

街
地
活
性
化
法
)｣が
施
行
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
て
同
七
月
三

一
日
、｢中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
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図 1 全国の商店街の空店舗比率

(日本商工会議所 :平成9年)
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商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
(以
下
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
)｣
が
、
関
係
六

大
臣
に
よ
り
共
同
告
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
省
で
は
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い

て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
道
路
や
駐
車
場
等
の
活
性
化
基
盤
の
充
実
や

そ
の
他

中
心
商
業
地
の
組
織
が
十
分
で
な
い

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い

個
店
に
魅
力
が
な
く
商
品
の
種
類
も

不
足
し
て
い
る

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
経
営
意
欲
が

不
足
し
て
い
る

…中
心
部
の
商
業
環
境
が
買
い
物
空
間
と
し
て
…

…未
整
備
で
あ
る
た
め

2 都市における商業地域の実態に関するアンケート調査結果

(民間都市開発推進機構 :平成 3年)

中
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部
に
立
地
し
て
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た
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)
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転
し
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た
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よ
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中
心
商
業
地
に
あ
る
大
型
店
の
力
が

落
ち
た
こ
と
に
よ
る
影
響

各
種
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、

制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
取
り
組
み
を

総
合
的
か
つ
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
o

一
一
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行

ー

中
心
市
街
地
活
性
化
法

中
心
市
街
地
活
性
化
法
は
、
空
洞
化
の
進
行
し
て
い
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
つ
つ
、
｢市
街
地
の
整
備
改
善
｣
｢商
業
等
の
活

性
化
｣
を
柱
と
す
る
総
合
的
･
一
体
的
な
対
策
を
関
係
省

庁
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
等
が
連
携
し
て
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
振
興
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図

り
、
我
が
国
の
国
民
生
活
の
向
上
と
国
民
経
済
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
〇
年
六
月
三
日
に
公
布
、

同
七
月
二
四
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
の
中
で
、
主
務
大
臣

(農
林
水
産
大
臣
･
通

商
産
業
大
臣
･
運
輸
大
臣
･
郵
政
大
臣
･
建
設
大
臣
･
自

治
大
臣
)
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
を
定
め

(第

五
条
)、
こ
れ
に
基
づ
き
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域

内
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て

｢市
街
地
の
整
備
改
善
及
び

商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計

画

(以
下
基
本
計
画
)｣
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
｢市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の

事
業
に
関
す
る
事
項
｣
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

(第
六
条
)。

業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い

た
め
道
路
お
よ
び
駐
車
場
な
ど
の
未
整
備



2

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
の
策
定

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行
を
受
け
、
同
法
第
五
条

に
基
づ
き
、
平
成
一
〇
年
七
月
三
一
日
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
方
針
が
告
示
さ
れ
た
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

進
め
ら
れ
る
市
町
村
の
主
体
的
取
り
組
み
を
、
関
係
省
庁

が
連
携
し
つ
つ
支
援
し
、
市
町
村
が
各
種
の
事
業
を
総
合

的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
も
の
で
、
基
本
計
画
に
記
載
す
る
必
要
の
あ
る
事
項

に
関
す
る
指
針
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
基
本
方
針
の
中
で
、
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め

の
事
業
の
必
要
性
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
こ

れ
ま
で
中
心
市
街
地
に
お
け
る
計
画
的
な
都
市
基
盤
施
設

の
整
備
等
が
遅
れ
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴

う
道
路
、
駐
車
場
等
の
整
備
の
要
請
に
十
分
な
対
応
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
と
し
て
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
様
々
な
都
市
機
能
、
都
市
活
動
の
基
盤
と
な
る
道

路

(バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
を
含
む
。)、
駐
車
場
等
公

共
の
用
に
供
す
る
施
設
の
整
備
事
業
等
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
、
積
極
的
か
つ
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
事
業
の
内
容
と
し
て
、
道
路
、

駐
車
場
の
整
備
事
業
、
歩
行
空
間
の
整
備
、
電
線
類
地
中

化
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
、
連
続
立
体
交
差
事
業
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

三

中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整

備
中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
の
道
路
整
備
と

し
て
、
建
設
省
で
は
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
か
つ

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

(図
3
)。

図 3 中心市街地活性化のための各種の道路整備

写真 1 中心市街地活性化の
基盤となる道路の整備

1

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備

(写

真
1
)
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
、

り　

放
射
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整
備
(写

ャ

真
2
)･
連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進

(写
真
3
)
に
よ

滞

り
、
通
過
交
通
の
排
除
と
中
心
市
街
地
内
の
自
動
車
交
通

の
適
切
な
誘
導
に
よ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
路
面
電
車
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
推
進
す
る
。

写真 2 道路ネットワークの

整備



2

駐
車
場
の
整
備

道
路
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
空
間
の
活
用
、
官
民
共

同
整
備
等
に
よ
り
、
路
上
駐
車
の
著
し
い
中
心
市
街
地
の

商
業
業
務
地
区
等
に
お
い
て
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
、
有
料
融
資
事
業
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
駐
車
場

の
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
4
)。

特
に
、
民
間
施
設
と
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
効
率
的
に

実
施
さ
れ
る
公
共
駐
車
場
の
整
備
促
進
に
係
る
貸
付
制
度

を
平
成
=

年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
新
規
要
求
し
、
駐

車
場
整
備
を
促
進
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
既
存
の
駐
車
場
の
有
効
利
用
や
、
利
用
者

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
5
)。

ゆ
写
真
4

駐
車
場
の
整
備

参
写
真
5

駐
車
場
案
内
シ

ス
テ
ム
の
整
備

3

電
線
類
地
中
化

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
都
市
景
観
の
向
上
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

信
頼
性
向
上
等
を
図
る
た
め
、
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す

る

(写
真
6
)。
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写真 3 連続立体交差事業



4

中
心
市
街
地
再
生
･
再
構
築
の
た
め
の
面
整
備

化

(写
真
中
)
等
歩
行
者
が
快
適
に
回
遊
、
滞
留
で
き
る

空
き
店
舗
等
の
集
約
に
よ
る
街
区
の
再
編
や
各
種
生
活

歩
行
者
中
心
の
道
路
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

交
流
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
中
心
市
街
地
で
の

面
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
7
)。

5

歩
行
者
中
心
の
道
路
づ
く
り

安
全
か
つ
快
適
に
買
い
物
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
幅
の

広
い
歩
道
の
整
備
(写
真
8
)、
歩
行
者
優
先
の
空
間
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

(写
真
9
)
や
歩
行
者
専
用
道
路
、

歩
車
共
存
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
目
抜
き
通
り
の
整
備
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

写真 8 幅の広い歩道の整備

　　　
き
ざささ癪

　　
　

　
　
　

写真 9 コミュニティ道路の整備

占 rの j 鰐、 て、 行 .用工間としたショッピングモ
ール等に、 路面電車、 バス、 あるいはトローリーバス等路面を走行
する公共交通機関を導入

蘇ンを

物

ピ
面

&

ッ
路

9

纖

セ

し

道

　　
ジ

排
車　　

　
　

頸
覇

6

道
路
空
間
の
再
構
築

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
市
街
地
中

心
部
の
道
路
に
お
い
て
、
歩
道
の
拡
幅
･
車
道
幅
員
の
縮

小
、
修
景
等
道
路
空
間
の
再
構
築
や
、
商
業
地
域
の
駐
車

場
整
備
、
電
線
類
地
中
化
、
モ
ー
ル
化
等
地
域
の
活
性
化

を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

四

中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
の
推
進

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
地
元
の
創
意
工
夫
を
活
か

し
つ
つ
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
取
り
組
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク



ト
を
支
援
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
に

展
開
し
て
い
く
。

ー

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業

中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
連
携
し
市
町
村
が
策
定
す
る

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
の
道
路
整
備

(商
店
街
の
通

過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
バ
イ
パ
ス
、
電
線
類
地
中
化
、
モ

ー
ル
化
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
)
を
総
合
的
か
つ
短
期
集

中
的
に
実
施
す
る
(写
真
=
)。
平
成
=

年
度
に
お
い
て

は
約
二
五
地
区
の
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に
お
い
て
施
策

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

2

ニ
ー
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

都
道
府
県
及
び
関
係
市
町
村
が
、
広
域
的
視
点
か
ら
作

成
す
る
基
本
計
画
を
、
建
設
省
及
び
通
商
産
業
省
に
お
い

て
認
定
し
、
建
設
省
の
行
う
道
路
整
備
、
電
線
類
地
中
化
、

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
等
と
、

通
商
産
業
省
の
行
う
商
業
･
産
業
振
興
施
策
を
連
携
実
施

し
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
活
力
圏
の
形
成
を
総
合
的
･
計

画
的
に
誘
導
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
二
七
圏
域
の
基
本

計
画
を
認
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

を
積
極
的
に
推
進
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
地

域
の
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
多
様
な
経
済
･
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

つ
つ
、
積
極
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
建
設
省
で
は
関
係
省
庁
の
施
策
と
連
携

を
図
り
つ
つ
中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備

写真11 電線類地中化、歩道の拡幅等により、
中心市街地の賑わいを創出



参

考

へ法
令
の
あ
ら
ま
し
〉

中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び

商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律

(法
律
第
九
二
号
)
(建
設
省
)

1

こ
の
法
律
は
、
都
市
の
中
心
の
市
街
地
が
地
域
の
経
済
及
び
社
会
の

発
展
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
都
市
機
能
の
増
進
及
び

経
済
活
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
中
心
市

街
地
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
市
街
地

の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
振
興
及
び
秩
序
あ
る
整
備
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
生
活
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
条
関
係
)

2

こ
の
法
律
に
よ
る
措
置
は
、
都
市
の
中
心
の
市
街
地
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の

(以
下

｢中
心
市
街
地
｣
と
い
う
。)

に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
条
関
係
)

H

当
該
市
街
地
に
、
相
当
数
の
小
売
商
業
者
が
集
積
し
、
及
び
都
市

機
能
が
相
当
程
度
集
積
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
し
て
い
る
市
町
村
の

中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
市
街
地
で
あ
る
こ
と
。

□

当
該
市
街
地
の
土
地
利
用
及
び
商
業
活
動
の
状
況
等
か
ら
み
て
、

機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
又
は
経
済
活
力
の
維
持
に
支
障
を
生
じ
、

又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
市
街
地
で
あ
る
こ
と
。

@

当
該
市
街
地
に
お
い
て
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性

化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
当
該
市
街
地
の
存
在
す
る
市
町

村
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
有
効
か
つ
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

3

主
務
大
臣
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商

業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
(第
五
条
第
一
項
関
係
)

4

市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
該
当
市
町
村
の
区
域
内
の
中
心

市
街
地
に
つ
い
て
、
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一

体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
(第
六
条
第
一
項
関
係
)

5

基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
っ
て
都

道
府
県
、
市
町
村
等
が
施
行
す
る
も
の
の
換
地
計
画
に
お
い
て
は
、
施

行
地
区
内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
そ
の
他
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る

す
べ
て
の
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
交
通
施
設
、
情
報
処
理
施
設
そ
の

他
の
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
内
の
住
民
等
の
共
同
の
福
祉
又
は
利
便

の
た
め
必
要
な
施
設
の
用
に
供
す
る
た
め
、
一
定
の
土
地
を
換
地
と
し

て
定
め
な
い
で
、
そ
の
土
地
を
保
留
地
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
、
そ
の
処
分
金
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

(第
七
条
関
係
)

6

地
域
振
興
整
備
公
団
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
土
地
区

画
整
理
事
業
又
は
市
街
地
再
開
発
事
業
と
併
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
宅
地
の
造
成
と
併
せ
て
行
う
事
務
所
、
店
舗
等
の

用
に
供
す
る
施
設
の
建
設
等
、
商
業
基
盤
施
設
等
の
整
備
及
び
管
理
の

事
業
を
行
う
者
に
対
す
る
資
金
の
出
資
等
、
都
市
型
新
事
業
の
用
に
供

す
る
工
場
等
野
整
備
等
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
等
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
(第
八
条
関
係
)

7

市
町
村
長
は
、
公
益
法
人
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
整

備
推
進
機
構

(以
下

｢推
進
機
構
｣
と
い
う
。)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
○
条
関
係
)

8

推
進
機
構
は
、
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者

に
対
す
る
情
報
の
提
供
等
、
特
定
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
資
す
る

建
築
物
等
を
基
本
計
画
の
内
容
に
即
し
て
整
備
す
る
事
業
の
実
施
又
は

参
加
、
特
定
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
を
図
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で

き
る
土
地
の
取
得
等
、
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究

の
実
施
、
そ
の
他
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
(第
一
一
条
関
係
)

9

市
町
村
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
駐
車
場
整
備
地
区
内
に
整
備
さ

れ
る
べ
き
主
要
な
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
駐
車
場
整
備
計
画
に
お
い
て
、
当
該
路
外
駐
車
場
の

整
備
に
関
す
る
事
項
の
内
容
に
即
し
て
、
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す

る
事
業
の
計
画
の
概
要
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
四
条
第
一
項
関

係
)

m

市
町
村
は
、
9
に
よ
り
駐
車
場
整
備
計
画
に
都
市
公
園
の
地
下
に
設

け
ら
れ
る
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
計
画
の
概
要

(以
下

｢特
定
駐
車
場
事
業
概
要
｣
と
い
う
。)
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
当
該
特
定
駐
車
場
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
園
管

理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
(第
一
四
条
第
二

項
関
係
)

□

駐
車
場
整
備
計
画
の
公
表
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
鞘
の
特
定
駐
車
場

事
業
概
要
に
基
づ
き
都
市
公
園
の
地
下
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
が
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
限
り
、

公
園
管
理
者
は
、
占
用
の
許
可
を
与
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

(第
一
四
条
第
三
項
関
係
)

露

基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
定
事

業
者
は
、
当
該
特
定
事
業
に
関
す
る
特
定
事
業
計
画
を
作
成
し
、
主
務

大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
六
条
第

一
項
関
係
)

蜷

商
工
会
、
商
工
会
議
所
又
は
特
定
会
社
若
し
く
は
公
益
法
人
で
あ
っ

て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
そ
の
他
中
心
市
街
地
に
お
け

る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
基
本
計
画
に
中
小
小
売
商
業
高

度
化
事
業
に
係
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
を
当
該
者
と
共
同
で
実
施
す
る
と
見
込
ま

れ
る
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
を

作
成
し
、
こ
れ
を
市
町
村
に
提
出
し
て
、
当
該
中
小
商
業
高
度
化
事
業

高
度
化
構
想
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。
(第
一
八
条
第
一
項
関
係
)

14

13
の
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
に
記
載
さ
れ
て
い
る
中
小
小

売
商
業
高
度
化
事
業
を
、
認
定
構
想
推
進
事
業
者
と
共
同
で
実
施
し
よ

う
と
す
る
者
は
認
定
構
想
推
進
事
業
者
と
共
同
で
、
単
独
で
実
施
し
よ

う
と
す
る
認
定
構
想
推
進
事
業
者
は
単
独
で
、
当
該
中
小
小
売
商
業
高

度
化
事
業
に
関
す
る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
を
作
成
し
、
通

商
産
業
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二

〇
条
第
一
項
関
係
)

お

通
商
産
業
大
臣
は
、
韓
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
が
基
本
方
針
の
う
ち
指
針
と
な

る
べ
き
事
項
の
内
容
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
当
該
中

小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
係
る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
が

確
実
に
実
施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第



二
〇
条
第
四
項
関
係
)

齢

産
業
基
盤
整
備
基
金
は
、
民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
に
よ
る
特
定

施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
四
〇
条
第
一
項
に
規
定

す
る
業
務
の
ほ
か
、
認
定
特
定
事
業
者
が
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ

て
行
う
特
定
商
業
施
設
等
整
備
事
業
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め

に
発
行
す
る
社
債
及
び
当
該
資
金
の
倍
入
れ
に
係
る
債
務
の
保
証
、
日

本
開
発
銀
行
等
が
行
う
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
特
定
商
業

施
設
等
整
備
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
の
日
本
開
発
銀

行
等
に
対
す
る
利
子
補
給
金
の
支
給
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

(第
二
二
条
関
係
)

"

中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小

企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
付
事
業
に
係
る
貸
付
金
で
あ
っ
て
、
認
定

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
設
備
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
償
還

期
間
は
、
七
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
し
た
。

(第
二
五
条
関
係
)

雌

中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
規
定
す
る
普
通
保
険
等
の
保
険
関
係
で
あ

っ
て
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
基
づ
く
特
定
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資

金
に
係
る
も
の
又
は
認
定
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
基
づ
く

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
保
険
の
付
保
限
度
額
の
別
枠
化
、
て
ん
補
率
の
引
き
上
げ
及

び
保
険
料
率
の
引
下
げ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
六
条
第

一
項
関
係
)

埒

食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
機
構
は
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
に

必
要
に
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
の
保
証
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
行
う

当
該
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
へ
の
参
加
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化

事
業
を
実
施
す
る
者
の
委
託
を
受
け
て
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ

て
行
う
施
設
の
整
備
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
を
実
施
す
る
者
に

対
し
て
行
う
必
要
な
資
金
の
あ
っ
せ
ん
及
び
こ
れ
ら
業
務
に
附
帯
す
る

業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
(第
二
七
条
関
係
)

即

そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
が
中
心
市
街
地
に
在
す
る
路
線
に
係
る

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
当
該
事
業
の
利
用

者
の
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
運
輸
省

令
で
定
め
る
も
の
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
認
定
特
定
事
業
者
が
認

定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
当
該
事
業
を
行
う
に
当
た
り
事
業
計
画
の

変
更
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
道
路
輸
送
法
第

一
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
運
輸
大

臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
九
条
関
係
)

れ

貨
物
運
送
効
率
化
事
業
を
実
施
す
る
認
定
特
定
事
業
者
の
う
ち
事
業

を
実
施
す
る
者
が
事
業
協
同
組
合
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

認
定
特
定
事
業
者
が
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
第
一
種
利
用

運
送
事
業
で
あ
っ
て
荷
主
を
認
定
特
定
事
業
者
の
構
成
員
に
限
定
し
て

行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
運
送
約
款
の
認
可
に
関
す
る
規
定
及
び

事
業
の
種
別
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

(第
三
〇
条
第
五
項
関
係
)

盤

通
信
･
放
送
機
構
は
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
係
る
中
心
市
街
地
電

気
通
信
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
出
資
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
(第
三
一
条
関
係
)

器

地
方
税
法
弟
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
治
省
令
で
定
め
る
地

方
公
共
団
体
が
、
認
定
特
定
事
業
計
画
又
は
認
定
中
小
小
売
商
業
高
度

化
事
業
計
画
に
係
る
商
業
基
盤
施
設
に
関
し
て
不
動
産
取
得
税
又
は
固

定
資
産
税
に
係
る
不
均
一
の
課
税
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
地
方
交
付

税
法
第
一
四
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
各
年
度
に
お
け

る
基
準
財
政
収
入
額
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
地
方
公

共
団
体
の
当
該
各
年
度
分
の
減
収
額
の
う
ち
自
治
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
同
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の

当
該
各
年
度
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
と
な
る
べ
き
額
か
ら
控
除
し

た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第
三
四
条
関
係
)

推す“〒や 0R 1?



務
◎嬢
※
特
集
/
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
M溌
溌
簸
溌
菱
惣
然

松
江
市
に
あ
げ
る

壷
患
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

松
江
市
都
市
建
設
部
中
心
市
街
地
整
備
課

一
松
江
市
の
概
況

｢夕
日
が
沈
み
だ
す
と
、
水
も
空
も
驚
く
べ
き
精
妙
な

色
に
染
め
ら
れ
、
水
は
一
面
に
き
ら
め
き
と
微
光
を
た
た

え
!
!
｣

文
豪
小
泉
八
雲

(ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

･
ハ
ー
ン
)

が
松
江
･
宍
道
湖
の
美
し
さ
を
こ
う
表
現
し
て
た
よ
う
に
、

水
の
恵
み
に
よ
る
自
然
美
が
い
っ
ぱ
い
の

｢水
の
都
･
松

江
｣
で
す

(写
真
ー
)。

一
七
世
紀
の
は
じ
め
、
湖
の
辺
に
勇
壮
な
城
が
建
て
ら

れ
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
街
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
の
が
松

江
市
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
松
江
城
を
囲
む
森
や
し
っ
と

り
落
ち
つ
い
た
佇
ま
い
の
街
が
、
市
内
を
縦
横
に
流
れ
る

堀
川
の
水
に
古
都
の
面
影
を
映
し
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人

に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
数

多
く
の
古
代
出
雲
文
化
遺
跡
、
中
世
、
近
世
の
城
阯
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
財
に
恵
ま
れ
、
一
九
五
一
年
に
法
律
に

よ
っ
て

｢国
際
文
化
観
光
都
市
｣
と
な
り
、
現
在
、
人
ロ

ー
五
万
人
と
島
根
県
の
県
都
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定

な
ど
山
陰
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
発

展
し
つ
つ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

地
理
的
に
は
島
根
県
の
東
部
、
山
陰
地
域
の
中
心
に
位

置
し
、
地
形
的
に
は
東
西
に
中
海
、
宍
道
湖
と
日
本
有
数

の
湖
を
配
し
、
南
北
に
低
い
山
並
み
が
あ
り
、
中
央
を
流

れ
る
両
湖
を
結
ぶ
大
橋
川
を
取
り
巻
く
形
で
中
心
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
市
街
地
は
こ
の
川
で
南
北
に
二
分

さ
れ
た
市
街
地
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

商
業
的
に
は
、
商
圏
人
ロ
は
約
二
〇
万
人
と
い
わ
れ
、

二
分
さ
れ
た
市
街
地
に
あ
っ
て
南
は
J
R
松
江
駅
周
辺
、

北
は
松
江
城
や
島
根
県
庁
周
辺
に
主
た
る
商
店
街
が
存
在

し
て
お
り
、
な
か
で
も
大
型
店
舗
の
床
面
積
割
合
は
五
七

%
と
全
国
的
な
数
字
か
ら
み
る
と
や
や
高
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

写真 1 宍道湖の夕景



中
心
市
街
地
の
状
況
は
、
市
街
化
区
域
面
積
が
四
〇
年

前
と
比
較
し
、
約
二
･
四
倍
と
な
っ
た
よ
う
に
急
速
な
郊

外
化
が
進
み
、
中
心
部
の
空
洞
化
な
ど
全
国
共
通
の
都
市

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
商
業
で
は
、
平
成
六
年

春
に
J
R
松
江
駅
に
程
近
い
工
場
跡
地
へ
山
陰
最
大
の
売

り
場
面
積
を
持
つ
大
型
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
売
上
高
･
床

面
積
と
も
全
市
の
一
○
%
を
超
え
る
も
の
と
な
り
、
既
存

商
店
街
の
地
盤
沈
下
に
拍
車
を
か
け
、
中
心
部
で
営
業
し

て
い
た
大
型
店
三
店
が
相
次
い
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

れ
る
な
ど

｢大
型
店
舗
間
競
争
｣
と

｢地
域
間
競
争
｣
が

激
化
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
今
春
か
ら
、
こ
う
し
た
都
市
化
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
中
心
市
街
地

を
対
象
と
し
て
都
市
基
盤
の
整
備
改
善
と
商
業
等
の
活
性

化
を
両
輪
と
し
た
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の

健
全
な
発
展
に
向
け
て
、
新
た
な
都
市
型
社
会
を
構
築
す

る
た
め
に
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
基
本
計
画
策
定

に
着
手
し
、
今
秋
策
定
を
終
え
、
継
続
事
業
に
加
え
新
た

な
事
業
に
も
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

二

中
心
市
街
地
対
策
の
取
り
組
み
の
概
略
経

過
本
市
で
は
、
昭
和
五
七
年
開
催
の
く
に
び
き
国
体
に
向

け
、
都
市
計
画
道
路
整
備
が
急
速
に
進
み
、
呼
応
す
る
形

　　　　
　　

　

　　
　
　

　ラ

　
　　

　

癒隣
濃

う

、、

わ

　

　

　

　ン

　　

　写真 3 イベントで賑わうカラコロ広場

で
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
へ
の
出
店
が
顕
著
化
し
、
中
心
部
の
地

盤
沈
下
に
拍
車
を
掛
け
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

に
対
し
、
昭
和
六
二
年
に

｢商
業
近
代
化
ロ
ー
リ
ン
グ
計

画
｣
を
策
定
し
、
商
店
街
単
位
に
様
々
な
活
動
が
開
始
さ

れ
、
中
で
も
京
店
商
店
会
は
毎
週
早
朝
ロ
ー
リ
ン
グ
委
員

会
で
研
究
･
検
討
を
重
ね
、
平
成
三
年
に
商
店
会
独
自
に

舗
装
改
良
、
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

　

た
。
行
政
の
本
格
的
取
り
組
み
は
、
こ
の
商
店
会
を
支
援

鮴

す
る
形
で
平
成
四
年
-
七
年
で

｢地
域
づ
く
り
推
進
･
京

セ行

店
周
辺
活
性
化
事
業
｣
に
取
り
組
み
、
広
場

(カ
ラ
コ
ロ

首

広
場
)、
親
水
歩
道
、
街
区
道
路
整
備
を
し
た
の
が
始
ま
り

の

で
す

(写
真
3
･
4
)。

写真 4 親水歩道

写真 2 松江市の中心市街地



引
き
続
き
、
平
成
七
年
の
国
鉄
清
算
事
業
団
用
地
取
得

を
契
機
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
の
足
掛
か
り
を
J

R
松
江
駅
前
か
ら
掴
も
う
と
平
成
八
年
度
か
ら

｢松
江
駅

前
再
整
備
事
業
｣
に
取
り
組
み
、
松
江
駅
前
広
場
整
備
、

地
下
駐
車
場
･
駐
輪
場
建
設
、
幹
線
道
路
及
び
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
代
表
さ
れ
る
道
路
関
係
事
業
を
主
体
と

し
た
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
区
の
核
施
設

と
な
る
松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(松
江
テ
ル
サ
)

建
設
、
近
在
の
大
型
店
と
中
小
の
小
売
店
舗
が
共
存
で
き

る
商
業
振
興
を
目
標
に
駅
前
地
区
の
広
域
商
業
地
域
化
を

図
る
べ
く
、
多
種
、
多
様
な
事
業
を
平
成
三
一年
春
の
完

成
を
目
指
し
て
、
駅
前
地
区
約
六
姫
で
一
体
的
に
展
開
し

て
い
ま
す

(図
1
)。

ま
た
、
本
市
で
は
か
ね
て
か
ら
市
街
地
の
交
通
対
策
、

と
り
わ
け
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
利
便
の
増
進
、
福

祉
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
南
北
循
環
バ
ス
の
連
行
や
公
共
交
通しイクラインパス

選
ぶミト

ミミ

イ

　
　　

　　

識
讓

ク
ノ

写真 6 松江堀川遊覧

　
　

　　　
　　

　

　　
　ゞ

真

　　
　
　

　
　
　

　

の
結
節
点
、
停
留
所
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
加
え

て
、
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
史
跡
松
江
城
整
備
な
ど

の
施
設
整
備
と
と
も
に
、
観
光
目
的
の
市
街
地
移
動
を
容

易
に
す
る
観
光
施
設
と
駅
、
P
&
R
駐
車
場
な
ど
を
循
環

す
る
し
イ
ク
ラ
イ
ン
バ
ス
や
松
江
城
を
取
り
巻
く
堀
川
を

利
用
し
た
松
江
堀
川
遊
覧
を
開
始
す
る
な
ど
、
交
流
人
ロ

の
拡
大
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

(写
真
5
･
6
)。

三

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
の
取

り
組
み

本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
制
定
の
動
き
を

見
な
が
ら
、
こ
の
四
月
に
都
市
建
設
部
に
中
心
市
街
地
整

備
課
を
設
置
し
、
計
画
策
定
に
向
け
本
格
的
取
り
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
法
律
の
主
旨
で
あ
る
二
つ
を
両

輪
と
し
一
体
的
推
進
を
図
る
意
味
で
、
い
ち
早
く
都
市
建

設
部
、
経
済
部
を
中
心
に
庁
内
横
断
推
進
組
織

(調
整
会

議
、
連
絡
会
)
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
一
体
と
な
っ
た
動

き
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
主
旨
で
あ
る
市
町
村
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
実
践
の
意
味
合
い
も
含
め
、
松
江
市

の
こ
と
は
市
行
政
に
働
く
私
た
ち
が
一
番
良
く
知
っ
て
い

る
、
と
の
意
識
と
行
政
と
し
て
の
考
え
が
な
い
限
り
議
論

も
進
ん
で
い
か
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
市
街
地
対
策
の
考

え
を
素
案
と
し
て
六
月
末
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

一
方
、
市
街
地
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
川
で
二
分
さ
れ

た
市
街
地
に
あ
っ
て
、
今
春
橋
北
商
業
地
の
核
で
あ
っ
た

市
内
唯
一
の
デ
パ
ー
ト
が
橋
南
の
J
R
松
江
駅
前
へ
移
転

ゞ

図 1 J R 松江駅前整備イメージ図



図 3 目標の展開図

る
上
に
追
撃
を
受
け
、
一
日
も
早
い
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
取
り
組
め
る
新
た
な

事
業
は
今
年
度
後
半
か
ら
で
も
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と

し
、
作
っ
た
素
案
を
基
に
基
本
計
画
を
自
ら
の
手
で
策
定

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
夏
か
ら
設
置
し
た
商
店
街
、
商

工
会
議
所
及
び
消
費
者
代
表
、
ま
た
学
識
経
験
者
、
関
係

行
政
機
関
な
ど
で
構
成
す
る

｢松
江
市
中
心
市
街
地
対
策

協
議
会
｣、島
根
県
の
各
部
で
構
成
す
る
連
絡
協
議
会
か
ら

の
種
々
の
意
見
、
助
言
及
び
指
導
を
基
に
基
本
計
画
案
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
国
の
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
の
指

導
、
助
言
を
受
け
た
の
ち
九
月
に
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
、
公
表
を
す
る
と
と
も
に
国
を
始
め
関
係
機
関
へ
提
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
継
続
事
業
は
勿
論
の
こ
と
、

遊
休
施
設
を
活
用
し
た
製
造
･
展
示
･
販
売
一
体
型
施
設

の
整
備
や
商
店
街
の
道
路
整
備
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
M
O
も
松
江
商
工

会
議
所
に
お
い
て

｢ま
ち
づ
く
り
工
房

(T
M
O
松
江
)｣

が
組
織
化
さ
れ
、
構
想
･
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

四

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
概
要

の

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

本
市
の
中
心
市
街
地
の
状
況
は
、
全
国
共
通
の
人
ロ
減

地
道
路
の
状
況
が
非
戦
災
城
下
町
特
有
の
狭
溢
な
市
街
地

道
路
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
に
商
店
街
が
面
し
て
立
地
し
て

お
り
、
商
業
地
の
環
境
改
善
の
意
味
合
い
を
持
つ
道
路
環

境

(歩
行
環
境
)
を
中
心
と
し
た
整
備
改
善
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
状
況
に
対
し
、
基
本

計
画
で
は
図
の
と
お
り
中
心
市
街
地
対
策
の
基
本
方
針
と

し
て

｢都
市
機
能
の
更
新
と
交
通
体
系
の
再
編
｣
を
掲
げ
、

支
え
る
基
本
戦
略
を
、
①
都
市
機
能
の
更
新
、
②
商
業
機

能
の
再
編
、
③
交
通
体
系
の
再
編
の
三
つ
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
戦
略
目
標
、
具
体
的
戦
略
を
定
め
て
い
ま
す

(次
ペ

ー
ジ
図
2
参
照
)。

ま
た
、
本
市
の
中
心
市
街
地
の
目
標
は
、
各
種
圏
域
の

中
心
都
市
と
し
て
人
々
が
集
ま
る
条
件
、
地
域
資
源
･
特

色
を
活
用
す
る
観
点
な
ど
か
ら

｢複
合
的
都
市
機
能
の
拡

充

(高
次
都
市
機
能
及
び
余
暇
･
福
祉
機
能
の
拡
充
、
商

業
･
観
光
･文
化
の
共
存
)｣
と

｢公
共
交
通
の
充
実
と
歩

い
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
｣
と
定
め
、
区
域
で
の
展
開

イ
メ
ー
ジ
を
図
の
と
お
り
と
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

目
標
、
戦
略
に
基
づ
く
具
体
の
事
業
計
画
は
、
整
備
改

善
の
た
め
の
事
業
、
商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業
、
整
備

改
善
及
び
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
と
一
体
的
に
推

進
す
る
事
業
の
三
つ
に
分
け
て
お
り
、
一
体
的
に
推
進
す

る
事
業
に
公
共
交
通
の
充
実
を
柱
建
て
し
て
い
る
の
が
特

色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

基
本
計
画
に
お
け
る
道
路
事
業

基
本
計
画
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
具

体
的
事
業
は
、
面
的
整
備
、
道
路
整
備
、
公
園
広
場
整
備
、

駐
車
場
及
び
駐
輪
場
整
備
、
河
川
整
備
及
び
住
宅
整
備
事

業
に
分
け
、
さ
ら
に
道
路
整
備
事
業
を
、
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
幹
線
道
路
整
備
、
②
都
市
計
画
道
路
整
備
、
③
一
般

道
路
整
備
、
そ
し
て
連
動
す
る
電
線
類
地
中
化
事
業
に
分

け
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

①

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
幹
線
道
路
整
備

広
幅
員
の
都
市
計
画
道
路
整
備
を
図
る
も
の
で
、

周
辺
部
か
ら
の
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易

に
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
内
の
移
動
を
容
易
に
す

る
循
環
線
を
形
成
す
る
も
の
。

②

都
市
計
画
道
路
整
備

区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を
図



都 市 機 能 ◎ 更 噺

具体的戦略
1. 中心市ぞ地居住人ロの回復 傷住の推進)
①中心1癲街地での住宅供給の促進 (公営住宅供給
商店街の共同建て替え)

②中心了揃街地の住環境改善 (緑化の推進、小公園
整備、電線類の地中化)

③安心で安全な街づくり (防災対我
2. 都市機能の再編と拡充
①新たな都市機能圦 複合機能の導入

(道路整備に併せた新たな商業地の開発)
(旧日銀など大規模遊休施設、遊脳浄]地を活用し
た、製造 ･販売議そ示 ･-憲報提供 ･アミューズ
メント提供など複合機能拠点施設の構築)
(高齢者、児童福祉機能の配置)

②土地利用の誘導
便地 ･空地の活用)

③既存イベントの充実と新たなイベントの創出
3. 都市景観の創出
①商店街の良好な景観形成
②松江市のビューポイントからの醸懲寸策
夜対策 (景観照明、ウィンドウ ･シャッター対
策)

週 侭 嫌 ◎ 團 編

繭 襲 機 能 ◎ 鬮

具体的戦略
1. 対象商業の特化
①商業地の特色づくり (C . l)
広域商業の推進、観光 ･文化との共存 (伝統的
店舗の立地門酪切備)、都市居住 (高齢者) への
蛋活賎機鰯菓の確保

②商店街の街並みリニューアル
道路幣醇億に併せた、建て替え、改装の推進
(共同店舗化、テナントミックスの推進)

2. 商業地移動の容易化
①ショッピングモールバスの導入
②歩ける商業地づくり

3. T M Oによる街づくりとの ｢体推誰
①T M Oの育成とその計画への支援

4. ソフト戦略の展開
①既存イベントの充実と新たなイベントの創出
②宅配、カード化事業などの開発
③既存支援事業の充実

①面的整備による面釧拠点地区づくり
②人が集まれる 燻ぼる) 拠点の構築
③集まる人々へのアミューズメント性の提供

戦略目標
①広域商業の推進と商圏拡大
②商砦活性化軸の構築と強化
③商業機能の特化･適正配置

戦略目標
①交通アクセスの改善 多様化)
②交通手段の分散 自家用車“公共〕交藷→歩きへ
③大洗仏、ロの拡大 (ファイブミリオン催戦

具体的戦略
1‐集中的ネットワークの改善
①中心市街嫌ヘテク臥するれ““÷÷÷.･二塔-巾何
地内の都繧計画道路から蛋活道路までの計画的
集中的整備

②ウォーキングトレイル整備、電線類の地中化な
ど歩行環境の改善

③築客施設 (商業･観光･文化) 間の移動の改善
④高速交涎禰体系濫掘の推進 (高速道路)
2.公拱較通体系の整備
①パス路線の再編とバスの多機能化 (オムニバス
タウン構想事業の推進)

②螫 ･鯉便の充実、鑓ダイヤの簇
3. 交通結節点の整備
①結節点の機能強化 (J R松江駅、--畑霊鞠鴛江
温泉駅、県齦絵館前など)

②駐車場襞整纜の促進
③P & Rの推進

4 . 新たな交通システムの整備
①宍遼湖を中心とする水 r交通の開設と堀川遊覧
の充実

②ショッピングモールバスの導入



る
も
の
で
、
現
道
の
ま
ま
で
の
美
装
化
、
一
方
通
行

化
等
交
通
形
態
変
更
に
よ
る
整
備
な
ど
も
含
め
、
地

区
の
実
情
に
応
じ
た
整
備
を
取
り
入
れ
て
い
く
も
の
。

③

松
江
市
道
等
の
整
備

区
域
内
の
市
道
及
び
私
道
も
含
め
面
(ブ
ロ
ッ
ク
)

単
位
で
計
画
的
な
整
備
を
図
る
も
の
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
整
備
を
面
単
位
と
線
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
し
て
お
り
、
面

(ブ
ロ
ッ
ク
)
は
徒
歩
一
〇

分
の
範
囲

(概
ね
五
〇
0
m
四
方
)
を
想
定
し
、
そ
の
中

を
歩
い
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
を
基
本
に
歩
行
環
境
改

善
を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
、
広
場
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

駐
車
場
整
備
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
線
は
、
面
と
面
を
繋
ぐ
と
と
も
に
中
心
部
の
面
集
団

へ
広
域
も
含
め
た
周
辺
か
ら
の
主
導
線
と
設
定
し
て
い
ま

す

(図
4
)。

ま
た
、
整
備
改
善
の
公
園
広
場
、
駐
車
場
、
住
宅
整
備

な
ど
の
事
業
も
道
路
整
備
と
連
動
し
た
整
備
を
計
画
し
て

お
り
、
当
然
の
如
く
、
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
や

一
体
的
に
推
進
す
る
事
業

(公
共
交
通
の
充
実
)
も
道
路

整
備
に
併
せ
た
共
同
建
て
替
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
推
進

な
ど
道
路
整
備
を
前
提
と
し
た
組
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
基
本
計
画
に
お
け
る
道
路
事
業
は
、

各
戦
略
の
根
幹
的
な
部
分
を
占
め
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五

道
路
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

(市
民
参
加
と
都
市
デ
ザ
イ
ン
)

図 4 道路整備計画図

道
路
を
始
め
市
内
で
行
わ
れ
る
大
規
模
な
土
木
、
建
築

事
業
な
ど
の
多
く
が
公
共
事
業
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
良
好
な
都
市
環
境
･
景
観
の
創
出
は
良
質
な
公
丑
分
エ

間
を
い
か
に
創
出
す
る
の
か
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
い
え
、
私
的
空
間
と
公
丑
完
工間
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
創
出
に
は
市
民
参
加
が
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
き
ま
す
。
本
市
で
は
市
民
参
加
型
で
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
こ
と
を
契
機
に
平
成
七
年
か
ら
毎
年

｢ま
ち
づ
く
り
塾
｣
を
開
催
し
て
お
り
、
塾
生
、
O
B
を

中
心
に
所
々
に
市
民
の
自
主
的
な
街
づ
く
り
組
織
が
で
き
、

活
発
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
平
成
一
〇
年
二
月
か
ら
市
民
参

加
型
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
①
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
方
向
を
検
討
し
、
そ
の
目
標
を
設
定
す
る
、
②
都

市
デ
ザ
イ
ン
の
道
具
箱

(公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
指
針
)

づ
く
り
の
検
討
、
③
公
共
施
設
の
計
画
に
対
し
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
か
ら
意
見
提
案
を
行
う
、
④
市
民
が
都
市
デ

ザ
イ
ン
に
参
加
す
る
窓
口
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す

事
を
主
役
割
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
委
員
会
と
市
民
の
関
係
は
図
5
の
と
お
り
で
、

委
員
会
へ
提
案
で
き
る
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
が
市

図 5 デザイン委員会と市民との関係
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民
参
加
の
役
割
を
担
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

道
路
事
業
に
お
い
て
も
、
主
要
な
、
特
色
あ
る
地
区
の

道
路
整
備

(市
街
地
の
東
西
軸
を
形
成
す
る
都
市
計
画
道

路
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路

感ぜゞシを
療
渓

な
ど
)
の
計
画
を
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
に
題
材
を

提
供
し
、
最
終
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、

設
計
へ
の
反
映
、
地
元
協
議
、
事
業
実
施
と
い
う
形
で
進

め
て
い
ま
す
。
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
毎
回
四

写真 7 デザインワーキング風景

0
名
程
度
の
参
加
者
で
図
6
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
グ

ル
ー
プ
単
位
で
ワ
ー
キ
ン
グ
を
展
開
し
、
デ
ザ
イ
ン
委
員

会
へ
提
案
を
し
て
い
ま
す

(写
真
7
)。

こ
う
し
た
市
民
参
加
の
手
法
は
、
一
見
回
り
道
の
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
市
民
各
界
各
層
の
意
見
を
踏
ま
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
地
元
へ
の
説
明
等
も
明
快
に
行
え
、
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
化
が
図
れ
、
実
は
近
道
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
の
題
材
を
委
員
会
へ
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
本
市
の
取
り
組
み
、
考
え
方
な
ど
の
一
端
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
空
洞
化
が
進
み
つ
つ
あ

る
中
心
市
街
地
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

対
応
を
早
急
に
開
始
す
れ
ば
、
必
ず
や
再
生
し
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
、
官
民
挙
げ
た
も

の
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

道
路
整
備
に
代
表
さ
れ
る
公
共
サ
イ
ド
が
先
導
的
に
口
火

を
切
る
こ
と
が
肝
要
で
、
伴
う
民
事
業
も
一
体
的
に
動
き

だ
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
、
本
市
も
引
き
続
き
中
心
市
街

地
再
生
に
向
け
た
各
種
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



溌
◎沸
嬢
特
集
/
車
心
市
街
地
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
W溌
溌
簑
懇
溌
惣
の

『郡
山
市
嘩
患
市
街
地
活
性
化
暮
春
計

5
複
合
的
都
市
機
能
を
持
っ
た
聖
心
市
街
地
の
形
成
~

郡
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室

一

は
じ
め
に

◎

郡
山
市
の
概
況

郡
山
市
は
、
福
島
県
の
中
央
に
位
置
し
、
七
三
一
･
○

五
姪
と
全
国
で
三

番
目
の
広
大
な
市
域
と
、
人
ロ
三
三

万
二
千
人
を
有
す
る
地
方
中
核
都
市
で
す
。

国
士
的
に
は
、
首
都
圏
と
東
北
地
方
そ
し
て
太
平
洋
側

と
日
本
海
側
と
の
結
節
点
に
あ
た
り
、
東
北
縦
貫
及
び
東

北
横
断
自
動
車
道
、
国
道
四
号
及
び
四
九
号
、
ま
た
、
J

R
東
北
新
幹
線
、
東
北
本
線
、
磐
越
東
･
西
線
、
水
郡
線

が
ク
ロ
ス
し
、
そ
し
て
わ
ず
か
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
、

福
島
空
港
等
の
高
速
交
通
体
系
の
要
衝

｢陸
の
港
｣
と
し

て

｢交
流
と
連
携
｣
を
基
本
に
着
実
に
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。

②

中
心
市
街
地
の
現
況

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
本
来

｢ま
ち
の
顔
｣
で

あ
り
、
｢ま
ち
の
発
展
｣を
支
え
て
き
た
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
居
住
人

口
の
減
少
や
空
き
店
舗
の
増
加
等
に
伴
い
、
急
速
な
空
洞

化
が
進
ん
で
お
り
、
一
刻
も
早
く
そ
の
積
極
的
な
対
応
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

③

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

標指

こ
の
た
め
、
郡
山
市
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
の
空

診

洞
化
に
対
し
、
い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

｢行
政
の
最

洞

大
鬆

｣
と
の
観
点
か
ね

本
年
四
月
テ

ロ
ジ
エ

総

ク
ト
で
あ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室
を
設
置
し
、
広

瀉

く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
市
の
自
主
作
成
に
よ
り
中

中

心
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
活
性
化
の
一
体
的
推
進
を

劃

図
る
、
｢郡
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣を
取
り

居 住 人 ロ

( S 55年
、

H 10年対比)

%

%

鯏
蠣

)

△
)

+

狄
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臥
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( H 7 年資料)

駒
鰤

512

52

街
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ま
と
め
、
八
月
三
日
に
は
、
国
の
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
室
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
官
･
民
が
一
体
と
な
り
、
空
洞
化
が
進
む
中

心
市
街
地
に
お
い
て
、
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
等
を
核
に
、
周
辺
都
市
及
び
地
域
と
の
連
携
を
図

る
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り

ま
た
、
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
都
市
内

道
路
整
備
、
駐
車
対
策
、
加
え
て
、
車
と
歩
行
者
が
共
存

し
賑
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
づ
く
り
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、

街
な
か
の
総
合
的
な
再
生
･
再
構
築
を
図
り
、
魅
力
と
活

力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

′

図置位

二

道
路
整
備
の
基
本
方
針
と
現
況

㈲

道
路
整
備
の
基
本
方
針

道
路
整
備
は
、
都
市
の
発
展
を
支
え
る
街
創
造
の
原
点

で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
新
し
い
文
化
と
産
業
を
も

た
ら
し

｢街
｣
を
近
代
的
な
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
た
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
郡
山
市
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

道
路
整
備
を

｢内
外
と
の
連
携
を
強
め
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
｣
と
し
て
掲
げ
、
ク
ロ
ス
す
る
高
速
自
動
車

国
道
の
束
･
西
･
南
･
北
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
、

四
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
地
域
開
発
へ
充
分
に
活
用
し
、

国
道
、
県
道
等
の
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
都
市
内
の
幹
線
道
路
を
整
備
し
、
良
好
な

道
路
体
系
を

｢未
来
を
拓
く
道
｣
と
し
て
、
総
合
的
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②

郡
山
市
の
道
路
現
況

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
は
、
高
速
自
動

車
国
道
二
路
線
三
二
･四
如

(整
備
率
一
〇
0
%
)、
国
道

四
路
線
九
九
･三
如

(整
備
率
一
〇
0
%
)、
県
道
四
一
路

線
三
二
0
･七
如

(改
良
率
八
÷
八
%
、
舗
装
率
九
六
･

二
%
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
市
道
に
つ
い
て
は
全
体
九
、
二
九
四
路
線
、
路

線
延
長
三
、
五
三
八
･
八
畑
の
内
、
広
い
市
域
面
積
域
等

の
関
係
か
ら
、
改
良
率
四
一
･
三
%
、
舗
装
率
五
○
･
0

%
で
あ
り
、
道
路
全
体
で
は
、
改
良
率
四
六
･
五
%
、
舗



表 2 郡山市の道路現況総括表 (平成 9年 4月 1日現在)

道路種別 緻
補

路
(

長

)
延
如

実

(

改 良 済 舗 装 済

延長(km) 改良済(%) 延長(km) 舗装済(%)

高速自動車国道 り乙 翔 盟 100
･
0 鰍 100

.
0

国

道

指 定 区 間 2 79
,
8 79

.
8 100

･
0 79

.
8 100

.
0

指 定 区 間 外 2 19
,
5 19

.
5 100

･
0 19

.
5 100

.
0

冒す▲ 4 99
.
3 99

.
3 100

.
0 99

.
3 100

･
0

県

道

主 要 地 方 道 16 177
.
8 邸 郷 露 鰕

一 般 県 道 25 142
.
9 繊 郁 鰻 郷

計 41 320
.
7 劾 瑯 綴 搬

市

道

幹線( 1 ･ 2 級) 166 483
.
1 靭

雙
猟

そ の 他 9
,
128 3

,
055

,
7

繊 紘 芻
計 蛾 総 巍 節 蹴 即

合 計 9
,
341 3

,
991

,
2

蹴 僑 怨 瓢

装
率
五
五
･
四
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
と
の
比
較
で
見
る
と
、
平
成
八
年
四
月
現
在
の
デ

ー
タ
に
お
い
て
、
改
良
率
に
つ
い
て
は
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
全
国
平
均
よ
り
約
二
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た

舗
装
率
に
つ
い
て
は
、
約
一
五
ポ
イ
ン
ト
低
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
重
点
的
に
整
備
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

三

道
路
等
整
備
状
況

=

地
域
高
規
格
道
路
｢郡
山
西
環
状
道
路
｣

一
般
国
道
四
号
線
は
、
東
北
地
方
と
首
都
圏
を
結
ぶ
大

動
脈
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
東
北
の
玄

関
口
と
も
い
え
る
郡
山
市
の
中
心
部
に
発
生
す
る
交
通
渋

滞
を
解
消
す
る
た
め
、
郡
山
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
昭
和
五

九
年
度
よ
り
、
整
備
を
図
り
、
平
成
七
年
度
に
全
線
暫
定

二
車
線
に
よ
る
供
用
が
図
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
地
域
発
展
の
核
と
な
る
都
市
圏
の
育
成
や
地
域

相
互
の
交
流
促
進
、
空
港
等
広
域
交
通
拠
点
と
の
ア
ク
セ

ス
向
上
の
た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
｢郡
山
西
環
状
道
路
｣

と
し
て
、
総
延
長
一
七
･
二
如
区
間
が
計
画
的
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
本
年
一
二
月
八
日
に
う
ね
め
高
架
橋
が
供
用

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
効
果
は
、
本
市
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

標準横断図

側道 歩道

路道状環西　

　

　

　
　

　

郡

,



②

広
域
物
流
拠
点
の
整
備

郡
山
市
は
、
流
通
機
能
の
向
上
と
道
路
交
通
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
平
成
九
年
二
月

｢流
通
業
務
施
設
の
整
備

に
関
す
る
基
本
方
針
｣
を
基
本
に
積
極
的
に
流
通
業
務
市

街
地
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鬮
郡
山
市
流
通
業
務
団
地
建
設
事
業

流
通
需
要
の
増
大
に
対
応
し
、
首
都
圏
へ
の
ダ
ブ
ル
ル

ー
ト
高
速
道

(東
北
縦
貫
道
･
同
横
断
道
)
の
起
点
と
な

る
広
域
物
流
拠
点
の
充
実
を
図
る
た
め
、
郡
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
隣
接
地
に
、
運
送
業
、
卸
売
業
等
の
集
積
を

図
る
も
の
で
す
。

･
事
業
面
積

二
五
･
五
姫

･
総
事
業
費

八
七
億
円

･
完
成
年
度

平
成
一
二
年
度

皿
郡
山
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
建
設
事
業

生
鮮
食
料
品
流
通
の
円
滑
化
と
供
給
を
図
る
た
め
、
郡

山
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
に
、
新
地
方
卸
売
市
場

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

･
事
業
面
積

二
0
･
八
鹿

･
総
事
業
費

一
九
二
億
円

･
完
成
年
度

平
成
一
三
年
度

③

都
市
計
画
道
路

郡
山
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
七
一
路
線
･
延
長
一
九

九
･
九
七
如
で
あ
り
、
こ
の
内
改
良
済
は
、
九
0
･
九
四

皿

(進
捗
率
四
五
･
五
%
)、
ま
た
概
成
済
は
、
六
0
･九

七
如

(進
捗
率
三
○
･五
%
)
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
七
六
･

○
%
の
進
捗
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
手
法
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
基
本
に
整
備
し

て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
環
状
道

路
･
放
射
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

四

中
心
市
街
地
の
整
備

◎

郡
山
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

郡
山
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

｢起
爆
剤
｣

と
し
て
、
平
成
一
三
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

｢郡
山

駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
｣
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
郡
山
駅
西
ロ
の
約
三
鹿
の
区
域
を
郡
山
市
の

表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
地
区
と
す
る
た
め
、
駅
前
広
場
を

現
在
の
約
二
倍
の
二
万
一
、
三
〇
〇
評
に
拡
張
し
、
交
通

結
節
点
と
し
て
の
機
能
と

｢水
と
緑
｣
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
精
神
に
基
づ
き
、
い
こ
い
と
や
す
ら
ぎ
が
感
じ

ら
れ
る

｢杜
｣
空
間
と
し
て
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
の
場
と
な
る
駅
西
ロ
再
開
発
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
地

上
二
四
階
、
地
下
一
階
、
高
さ
が
約
一
三
三
m
と
県
内
で

最
も
高
い
ビ
ル
と
な
り
ま
す
。

再
開
発
ビ
ル
の
用
途
は
、
一
階
か
ら
五
階
が
商
業
施
設
、

六
階
、
七
階
が
行
政
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
図
る

う
え
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
･図
書
コ
ー
ナ
ー
･

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
･
会
議
室
等
、
八
階
か
ら
一
四
階
が
定

時
制
･
通
信
制
課
程
を
併
せ
も
つ
県
立
高
等
学
校
、
一
五

階
か
ら
二
〇
階
が
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
事
務
所
施
設
、

最
上
階
に
は

(仮
)
ふ
れ
あ
い
科
学
館
を
設
け
る
と
と
も

に
、
八
階
建
て
の
駐
車
場
を
併
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
二

一
世
紀
の
郡
山
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　　

〆、
ふ
こ

"
、こ
ご

~い
き
“

さ
ん
↓

　
　
　

　

　
　
　

職
＼さ
も

　
　
　
　

郡山駅西口第一種市街地再開発事業イメージバース



の

郡
山
市
郡
山
駅
西
口
駐
車
場

郡
山
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
駐

車
場
の
不
足
に
よ
る
路
上
駐
車
や
こ
れ
ら
に
よ
る
道
路
混

雑
等
に
よ
り
、
商
業
機
能
の
低
下
が
著
し
い
た
め
、
有
料

融
資
事
業
を
活
用
し
、
本
年
七
月
一
八
日
に
公
共
駐
車
場

を
開
場
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

･
駐
車
場
形
式

自
走
式
立
体
駐
車
場

地
上
四
階
五
層

･
駐
車
台
数

五
三
〇
台

･
総
事
業
費

三
四
億
二
千
万
円

　 　　　　　　　　　 　

　 　 　　
　 　 　 　

　　 　　　　
　　　　　　　　

　　　

郡山市郡山駅西口駐車場

五

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の

中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
活
性
化
推
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

①

基
本
的
な
考
え
方

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
空
洞
化

の
進
む
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

本
市
発
展
の
歴
史
の
な
か
で
、
そ
の
中
心
を
担
っ
て
き
た

中
心
市
街
地
の
再
構
築
で
あ
り

｢街
の
顔
｣
を
取
り
戻
す

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
い
ま
ま
で
蓄
積
し
た
社
会
資
本
を
十
分
に

活
用
し
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

｢ま
ち
｣
を

取
り
戻
す
た
め
の
方
策
を
明
確
に
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
｢水
と
緑
が
き
ら
め
く
未
来
都
市

郡

山
｣
の
将
来
都
市
像
の
も
と
、
本
市
発
展
の
礎
と
な
っ
た

安
積
開
拓
に
命
を
か
け
た
先
人
達
の
情
熱
と
開
拓
者
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
間
近
に
迫
っ
た
二
一
世
紀
を
見
据
え
、
独

自
の
歴
史
･
文
化
･
伝
統
･
風
土
な
ど
に
配
慮
し
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
保
し
な
が
ら
、
市
民
参
加
と
連
携
を

基
本
に
、
官
･
民
が
一
体
と
な
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。

②

活
性
化
に
向
け
た
基
本
理
念

｢人
｣
を
主
人
公
に
し
た
、
人
が
住
み
、
働
き
交
流
す
る

｢生
活
空
間
と
し
て
の
市
街
地
｣
を
舞
台
に
、
地
域
の
自

立
を
促
進
し
、
｢水
と
緑
｣
に
よ
る
歴
史
や
文
化
を
基
調
に

し
た
、
誇
り
の
持
て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
を
総

合
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②

中
心
市
街
地
の
位
置
及
び
区
域

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
拠
点
地
区
の
整
備
を

｢交
流

と
連
携
｣
を
基
本
に
、
各
拠
点
の
機
能
及
び
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
を
進
め
、
全
体
的
に

調
和
の
と
れ
た
都
市
形
成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
の
区
域
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
郡
山
西
ロ
再
開
発
事
業
や
中
町
第
一
地
区
再
開
発

事
業
等
、
駅
周
辺
の
商
業
業
務
等
が
集
積
し
て
い
る
七
三

m
を
重
点
整
備
地
区
と
し
、
駅
北
地
区
か
ら
、
郡
山
南
拠

点
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
ま
で
を
｢交
流
と
業
務
機
能
｣

を
中
心
と
し
た
南
北
軸
に
、
ま
た
二
一
世
紀
記
念
公
園
、

水
と
緑
が
き
ら
め
く
シ
ン
ボ
ル
軸
整
備
事
業
区
域
か
ら
風

土
記
の
丘
整
備
事
業
区
域
ま
で
を

｢歴
史
と
文
化
｣
の
東

西
軸
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
軸
線
を
包
含
す
る
約
九
〇
〇

加
を
活
性
化
の
対
象
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

③

中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商

業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
の
目
標

複
合
的
機
能
を
持
っ
た
中
心
市
街
地
の
形
成

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
都
市
居

住
の
推
進
、
商
業
機
能
の
再
編
、
生
活
･
交
流
機
能
の
導

入
等
に
よ
り
、
新
た
な
生
活
･
交
流
の
場
と
し
て
、
賑
わ

"水
と
緑
と
人
が
き
ら
め
く
未
来
都
市

郡
山
“
の
創
造

に
む
け
て



北ル
ー1◎
l

郡山南拠点

覊

働
･
交

育
･
学
･
交

交

住
･
育

《生活空間の創造》

『住む、 育つ、 学ぶ、

働く、交流する』

　　　　　　
*都市景観

-ソフ ト 剛難曲
ロロ′□･円占桂了土也“つ汚雪唯圭三イヒ

活性化全体目標像

位置及び区域図

い
･
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
事
業
推
進
の
目
標
は
、
｢都
市
基
盤
整
備
｣、
｢商
業

の
振
興
｣、
｢居
住
環
境
整
備
｣、
｢公
共
公
益
施
設
整
備
｣

の
四
本
柱
を
基
本
に

｢都
市
景
観
｣、
｢環
境
｣
に
配
慮
し

た

『複
合
的
都
市
機
能
の
導
入
』
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

構
築
と
し
ま
す
。

④

市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

.進
む
都
市
義
務
整
備

-

郡
山
駅
西
ロ
地
区
や
中
町
地
区
の
再
開
発
事
業
、
大
町

地
区
の
街
な
か
再
生
事
業
、
郡
山
南
拠
点
土
地
区
画
整
理

鯛

事
業
、
二
一
世
紀
記
念
公
園
整
備
事
業
等
の
大
型
プ
ロ
ジ

セ行

エ
ク
ト
の
ほ
か
、
道
路
、公
園
、河
川
、下
水
道
の
整
備
等
、

道

生
活
関
連
整
備
事
業
を
連
携
さ
せ
、
具
体
的
に
四
二
事
業

2　　　

の
実
施
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。



☆
商
店
街
活
動
の
促
進

(イ
ベ
ン
ト
、
共
同
事
業
)

☆
商
業
振
興
に
向
け
た
環
境
整
備

･
賑
わ
い
の
あ
る
街
な
み
整
備

･ ☆ ☆ ☆… ☆
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ま
た
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
大
町
横
塚
線
、

本
町
谷
地
林
線
等
の
都
市
計
画
道
路
整
備
を
計
画
的
に
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

･
重
点
整
備
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
軸
形
成

･
｢四
核
構
想
｣
の
連
携
を
図
る
歩
行
者
軸
の
形
成

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
モ
ー
ル
化
)

･
重
点
整
備
地
区
と
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

道イテセ 98.12 23

表 3 事業推進の目標

◎

商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

こ
の
た
め
、
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

;
!
ぢ

l
;
≦
‐
▲!
-
‐“｢
$
:
そ
}
:
]

-

が
進
展
し
て
い
る
駅
北
核
、
ま
た
駅
南
核
、
中
町
核
、
大

口業
環
境
と
回
遊
性
を
高
め
た
商
業
集
積
の
形
成

-
町
核
い
わ
ゆ
る

｢四
核
｣
の
連
携
と
回
遊
性
を
高
め
る
た

駅
前
大
通
り
を
中
心
に

｢国
道
四
号
線
｣
ま
で
広
が
る

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

商
業
地
を
重
点
整
備
地
区
と
し
、
既
存
の
商
店
街
や
核
的

り
事
業
と
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

大
型
店
の
充
実
･
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
商
業
集
積
の
整

路
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
及
び
モ
ー
ル
化
を
図
り
、
安
全
な

備
を
推
進
し
、
居
住
機
能
、
公
共
公
益
機
能
、
交
流
機
能

生
活
環
境
の
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
点

等
が
有
機
的
に
結
合
し
た
拠
点
地
区
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

と
し
て
、
郡
山
駅
西
口
広
場
及
び
同
東
ロ
広
場
の
整
備
、

生

活

空

間

の

創

事 業 名 目 標

都

市

基

盤

①市街地開発事業

②道路整備事業

③駅前広場整備事業

④公園 ･緑地 ･親水河川

⑤下水道事業

⑥駐車場整備事業

⑦駐輪場整備事業

⑧物流拠点整備事業

⑨新駅設置事業

土地の高度利用、 公共施設の適正配置

地域高規格道路 ･環状道路 ･都市内道路賑

わいのある歩行者ネットワークの形成 ･歩

行者中心の道路づくり

交通結節点の整備

潤いのある環境の形成

安全で快適な生活環境整備

交通の円滑化、 集客力の向上

都市景観の改善、 歩行者に優しい道路空間

物流の効率化、 都市内交通の排除

街づくりと連携した鉄道サービスの高度化

居
住
環
境

①中心市街地活性化住宅

②優良建築物整備事業

③人にやさしいまちづくり事業

多様な世帯を対象とした、 都市居住の促進

公共空間と優良な建築物の整備

バリアフリー化

公
共
公
益

①郡山駅西ロ再開発ビル

②久米邸整備事業

③県産業交流館

都市型サービス機能の充実 (市民プラザ ･

生涯学習 ･科学館 ･県立高校)

歴史と文化の魅力あるまちづくり

コンベンションシティの推進 (交流拠点の整

備)

ソ
フ
ト･

①都市景観形成事業

②彫刻のあるまちづくり事業

統一的な街並み景観の形成

｢うるおい｣ と ｢やすらぎ｣ のあるまちづ

くり

表 4 拠点地区の形成

拠点地区 事 業 機 能

駅 北 核
郡山駅西ロ第一種市街

地再開発事業
商業、公共公益、
交流

駅 南 核
中町 ･駅北核と連携す

る商業核既存機能更新
商業、交流

中 町 核
郡山中町第一地区第一

種市街地再開発事業
商業、交流

大 町 核
中町 ･駅北核と連携す

る商業核再整備
商業、交流



六

お
わ
り
に

地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
国
家
経
済
の
量
的
拡
大
に
よ

る
発
展
の
限
界
が
見
え
て
き
た
現
在
、
都
市
間
競
争
の
激

化
に
対
し
、
明
確
な
都
市
像
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国

で
は
建
設
省
等
関
係
省
庁
の
連
携
に
よ
る

｢中
心
市
街
地

整
備
改
善
活
性
化
法
｣
が
去
る
七
月
末
に
施
行
さ
れ
、
時

を
同
じ
く
本
市
で
は
、
八
月
三
日
に
、
広
く
市
民
の
意
見

を
組
み
入
れ
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
｢郡
山
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣
を
国
の
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本

｢基
本
計
画
｣
の
策
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

市
民
の
共
通
認
識
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
官
･
民
総
意

の
醸
成
に
よ
り
、
市
民
の
関
心
が
大
き
く
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
や
街
な
か
再
生
事
業

(大
町
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
)
及
び
モ
ー
ル
化
事
業
等
が
着
実
に
進
展
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
本

｢基
本
計
画
｣
策
定
を
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
契
機
と
し
て
と
ら
え
、
二
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

社
会
･
経
済
･
生
活
活
動
が
一
層
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

展
開
し
、｢わ
が
ま
ち
郡
山
と
し
て
誇
れ
る
個
性
あ
る
田
方

都
市
｣
の
実
現
化
に
向
け
、
街
な
か
の
総
合
的
な
再
生
･

再
構
築
を
図
り
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
形

成
を
目
指
し
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

･
商
業
施
設
整
備
事
業

･
個
店
の
質
の
向
上

◎

市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の

事
業
の
一
体
的
推
進
の
た
め
に
必
要
な
事
項

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
官
･
民
総
意
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
行
い
、
今
後
積
極
的
に
各
種

事
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

①
市
民
･
事
業
者
の
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
懇
談
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
に

よ
る
意
識
の
啓
発
事
業
。

②
商
業
者
･
住
民
及
び
各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
体
制
の
整
備
。

③
国
･
県
ほ
か
関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化

の
三
点
を
掲
げ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
各
種

施
策
を
総
合
的
、
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

重点整備地区



北
海
道
開
発
馬
の
冬
期
道
路
管
理
の
取
り
組
み

伊
藤

清

治

期
路
面
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

寒
冷
な
季
節
風
に
強
く
影
響
さ
れ
る
た
め
、
冬
期
の
気
温

一

は
じ
め
に

国
土
面
積
の
約
二
二
%

(北
方
領
土
を
含
む
)
を
占
め

約
六
〇
〇
万
人
が
住
む
北
海
道
は
、
広
大
な
土
地
に
都
市

が
散
在
す
る
広
域
分
散
型
社
会
を
形
成
し
て
お
り
、
都
市

間
距
離
が
長
く
、
か
つ
、
旅
客
や
貨
物
な
ど
の
交
通
輸
送

に
お
け
る
道
路
へ
の
依
存
度
が
非
常
に
高
い
地
域
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
北
海
道
開
発
局
で
は
国
道
の
安
全
で
円
滑

な
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
を
目
指
し
て
、
除
排
雪
の
強
化

及
び
防
雪
･
消
雪
施
設
の
整
備
等
、
種
々
の
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
規
制
に
伴
い
、
平
成
四
年

度
冬
よ
り
都
市
部
を
中
心
に
非
常
に
滑
り
や
す
い
雪
氷
路

面
に
対
応
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
前
提
と
し
た
冬

さ
ら
に
、
現
在
の
冬
道
対
策
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
情

報
通
信
技
術
の
活
用
、
道
路
管
理
者
相
互
の
連
携
強
化
、

及
び
各
種
機
械
の
開
発
･
改
良
を
進
め
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
施
策
と
な
る
よ
う
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
両

面
か
ら
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
八
年
一
月
の
札
幌
圏
を
襲
っ
た
豪
雪
の
体

験
よ
り
、
異
常
気
象
時
の
体
制
強
化
と
情
報
収
集
提
供
機

能
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し
た
対
応
も
進
め
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
冬
期
交
通
の
安
全
確
保
に
向
け

た
最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

二

冬
期
道
路
管
理
の
現
状

印

冬
期
の
気
象
特
性

北
海
道
の
冬
期
間
の
気
象
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
の

は
非
常
に
低
く
な
る
o

厳
冬
期
の
一
i
二
月
に
は
、
同
じ
雪
国
で
あ
る
本
州
の

積
雪
地
帯
で
、
平
均
気
温
が
プ
ラ
ス
ニ
ー
三
度
な
の
に
、

北
海
道
で
は
最
高
気
温
の
平
均
値
で
さ
え
氷
点
下
と
な
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
月
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
八
-
マ
イ
ナ

ス
四
度
と
本
州
の
山
岳
地
帯
に
相
当
す
る
寒
さ
と
な
っ
て

い
る
。

北
海
道
で
は
気
温
が
低
い
こ
と
か
ら
路
面
が
ア
イ
ス
バ

ー
ン
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
雪
質
が
軽
い
こ
と
か
ら
飛

雪
し
や
す
い
た
め
、
吹
雪
等
に
よ
る
視
程
障
害
の
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
に
な
っ
て
い
る
o

ま
た
、
北
海
道
内
に
お
い
て
も
気
象
条
件
が
異
な
り
積

雪
の
期
間
も
違
う
こ
と
か
ら
、
各
地
域
に
応
じ
て
適
時
、

適
切
な
雪
寒
対
策
を
用
い
、
効
率
的
、
効
果
的
に
事
業
を
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進
め
る
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

　

　　　

　　
　
　
　
　
　

図 1 主な都市の冬期の気温 ･最大積雪深
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兜
脇

最

北
海
道
開
発
局
の
管
理
す
る
国
道
は
平
成
一
〇
年
四
月

一
六
九
台
に
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
等
二
五
一
台
で
、
除
雪
機

糠
鰡
嬢

っ
て
い
る
。

冬
期
間
の
道
路
交
通
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
、
こ
れ

砂

陸
漣
主

平
成
一
○
年
度
の
除
雪
延
長
は
六
、
ニ
ニ
五
如
で
あ
り
、

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
雪
氷
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
雪
氷

活

濃

酬

除
雪
率
と
し
て
は
九
九
.
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

対
策
を
大
別
す
る
と
、
除
雪
、
凍
結
防
止
、
防
雪
対
策
等

バ

除
雪
機
械
の
う
ち
、
主
力
機
械
は
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
等
五

の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
及
び
情
報
提
供
等
の
ソ
フ
ト
面
の
対



策
に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
上
で
重
要
な
対
策
を
次
に
示
す
。

◎

防
雪
対
策

冬
期
通
行
止
め
の
原
因
と
し
て
は
吹
雪
に
よ
る
吹
き
溜

ま
り
、
視
程
障
害
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
吹

雪
対
策
と
し
て
道
路
防
雪
林
、
防
雪
柵
、
シ
ェ
ル
タ
ー
等

の
整
備
を
進
め
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
吹
雪
に
よ
る
通
行
止
め
回
数
は

鱗

そ
う
′

‘〈

写真 1 屋根付きチェーン着脱場 (国道38号 狩勝峠)

　

　

　

弱

国

減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
平
成
七
年
度
に
お
い
て
も
吹
雪

に
よ
り
三
一
回
の
通
行
止
め
が
発
生
し
て
お
り
、
安
全
な

通
行
確
保
に
向
け
て
今
後
と
も
整
備
拡
充
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

②

峠
部
等
の
安
全
な
通
行
確
保

峠
部
で
は
気
象
の
変
化
が
激
し
く
、
地
形
条
件
か
ら
も

急
坂
路
や
急
カ
i
ブ
等
を
有
す
る
場
合
が
多
く
、
冬
期
間

の
通
行
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

嬬＼輻
そ
家

　

　　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　

せ

総固
ミ

日写真 2 道路交通情報システム (国道274号 日勝峠)

そ
の
た
め
、
峠
部
等
の
安
全
な
通
行
確
保
の
た
め
各
種

防
雪
対
策
の
ほ
か
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
の
整
備
を
進
め
、

路
面
の
積
雪
状
態
に
応
じ
た
タ
イ
ヤ
の
装
着
が
適
切
に
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
気
象
や
路
面
状
況
の
収
集
を
行
い
、
こ
れ
ら
を

迅
速
、
的
確
に
選
択
し
て
道
路
利
用
者
に
提
供
し
、
効
率

的
な
道
路
管
理
を
進
め
る
た
め
に
主
要
な
峠
で
は
道
路
交

通
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

③

凍
結
路
面
対
策

北
海
道
に
お
け
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
の
指
定
要
件

該
当
は
一
一
六
市
町
村
で
あ
り
、
平
成
八
年
度
の
一
四
市

町
村
の
指
定
に
よ
り
、
対
象
市
町
村
の
す
べ
て
が
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
対
象
市
町
村
の
人
ロ
は
北
海
道
全
体
の
約
九
二

%
、
自
動
車
保
有
台
数
で
も
約
九
0
%
を
占
め
て
お
り
、

北
海
道
全
域
に
お
い
て
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
前
提
と

し
た
路
面
管
理
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

冬
期
路
面
対
策
で
は
急
勾
配
箇
所
や
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
等

の
ご
く
限
ら
れ
た
箇
所
に
対
し
て
凍
結
防
止
剤
の
散
布
、

ロ
ー
ド
ヒ
i
テ
ィ
ン
グ
、
砂
箱
の
設
置
等
の
対
策
を
実
施

し
て
い
た
が
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
化
に
伴
い
、
都
市

部
の
交
差
点
等
を
は
じ
め
凍
結
路
面
対
策
の
対
象
範
囲
が

拡
大
し
て
き
て
い
る
o

冬
期
路
面
対
策
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
調
査
と
同

時
並
行
的
に
進
め
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
結

果
等
か
ら
効
果
的
な
主
な
対
策
を
次
に
示
す
。

弱

国

蔓
鬮

ば
轆
讓
鬱
讓

　　　
　
　　
　



写真4 豪雪直後の通行不能状況
(国道 5号 札幌~ 小樽間)

①

除
雪
対
策

凍
結
防
止
剤
の
散
布
効
果
を
高
め
る
た
め
、
札
幌

市
内
で
は
深
夜
除
雪

(二
〇
時
-
二
四
時
)
等
を
実

施
し
、
凍
結
防
止
剤
散
布
前
の
残
雪
厚
を
極
力
少
な

く
し
て
い
る
。

ま
た
、
凍
結
の
原
因
と
な
る
水
の
供
給
を
極
力
防

ぐ
た
め
、
都
市
部
交
差
点
箇
所
の
き
め
こ
ま
か
な
運

搬
排
雪
、
及
び
路
面
整
正
出
動
回
数
の
増
に
よ
り
路

肩
部
の
氷
板
除
去
等
を
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
、
一
般
交
通
の

規
制
を
大
幅
に
緩
和
し
、
作
業
の
効
率
、
安
全
の
向

上
を
目
的
に
、
一
車
線
積
込
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

を
開
発
し
配
備
し
て
い
る
。
都
市
内
に
お
け
る
運
搬

排
雪
作
業
は
、
従
来
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
と
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
並
列
積
み
込
み
方

式
で
行
っ
て
い
た
が
、
広
い
作
業
幅
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
、
一
般
交
通
の
大
幅
な
規
制
を
必
要
と
す

る
と
と
も
に
、
作
業
の
中
断
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
能

率
の
低
下
を
招
い
て
い
た
。
一
車
線
積
込
型
ロ
ー
タ

リ
ー
車
の
採
用
に
よ
り
、
大
幅
な
交
通
障
害
の
緩
和
、

安
全
性
及
び
作
業
の
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

②

凍
結
防
止
剤
の
効
果
的
散
布

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
前
提
と
し
た
路
面
管
理

で
は
、
凍
結
防
止
剤
･
滑
り
止
め
剤
の
散
布
は
主
要

な
凍
結
路
面
対
策
と
し
て
、
近
年
、
使
用
量
が
増
大

室

9

究研通交(開発土木研究所 道路部 交通研究室)

図 4 北海道開発局における凍結防止剤等の散布量推移
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散

布
量

し
て
い
る
。

凍
結
防
止
剤
は
、
渋
滞
交
差
点
、
急
勾
配
、
急
カ

ー
ブ
や
日
陰
部
等
の
、
路
面
凍
結
に
よ
り
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
し
て
い
る
箇
所
に
主
に
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
、
経
済
性

の
向
上
と
環
境
へ
も
配
慮
し
た
必
要
最
小
限
の
散
布

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
効
果
的
な
散
布
手
法
を
継
続
調

査
し
て
い
る
o

現
在
ま
で
の
調
査
結
果
で
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

写真 3 1車線積込型ロータリー除雪車



散
布
で
は
卸
g
/
評
程
度
、
四
-
八
時
間
程
度
の
散

布
サ
イ
ク
ル
で
良
好
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、

す
べ
り
摩
擦
係
数
が
○
･
一
五
以
下
の
路
面
で
は
凍

結
防
止
剤
の
発
現
効
果
が
低
く
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
滑
り
止
め
剤
の
方
が
、
応
急
的
利
用
と
し
て
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
全
道
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
、
凍
結
防
止
剤
や
滑
り
止
め
剤
の

散
布
が
効
果
的
･
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、
昨
年
度

[冬
期
路
面
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
(案
こ
を
作
成
し
運

用
し
て
い
る
。

③

舗
装
対
策

舗
装
に
よ
る
対
策
で
は
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
舗
装
を
実

施
し
て
お
り
、
初
冬
期
、
融
雪
期
に
お
け
る
氷
膜
形

成
の
抑
制
対
策
と
し
て
効
果
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
路
面
の
わ
だ
ち
掘
対
策
と
し
て
耐
流
動
舗

装
の
実
施
や
路
面
の
平
坦
性
を
確
保
す
る
た
め
部
分

的
な
切
削
を
実
施
し
て
、
除
雪
後
に
部
分
的
に
残
る

図 5 粗面形成装置付き凍結防止剤散布車

し　　　 　　

濃
　　　　　　

グルーピング切削 凍結防止剤しみだしユニット

･ 壷
菱
拡散され

f
凍結防止剤

-

従来工法

図 6 定置式凍結防止剤散布装置の概要



雪
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

①

凍
結
路
面
の
発
生
状
況

④

粗
面
形
成
装
置

ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ

凍
結
路
面
に
お
け
る
す
べ
り
摩
擦
抵
抗
の
向
上
策

と
し
て
、
機
械
的
に
凍
結
路
面
に
溝
を
つ
け
る
粗
面

形
成
装
置
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
レ
ー
キ
タ
イ
プ
、

円
筒
タ
イ
プ
、
円
盤
タ
イ
プ
の
三
種
類
の
装
置
を
開

発
し
、
試
験
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

試
験
結
果
で
は
レ
ー
キ
タ
イ
プ
の
実
用
性
が
高
く

認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
形
式
を
採
用
し
実
用
化

し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
粗
面
を
形
成
し
て
凍
結
防
止

剤
の
路
面
付
着
を
高
め
、
融
氷
持
続
効
果
の
向
上
と

同
時
に
散
布
材
料
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
凍
結
防

止
剤
散
布
車
に
レ
ー
キ
タ
イ
プ
の
粗
面
形
成
装
置
を

装
着
し
た
散
布
車
を
増
強
し
て
い
る
。

⑤

そ
の
他

(定
置
式
凍
結
防
止
剤
散
布
装
置
)

定
置
式
凍
結
防
止
剤
散
布
装
置
は
ト
ン
ネ
ル
や
覆

道
の
出
入
ロ
の
よ
う
に
、
局
部
的
に
凍
結
し
や
す
い

箇
所
の
凍
結
路
面
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

本
装
置
は
、
舗
装
面
に
埋
設
し
た
湧
出
部
か
ら
凍

結
防
止
剤
を
し
み
出
さ
せ
、
通
行
車
両
に
よ
っ
て
防

止
剤
を
拡
散
さ
せ
る
も
の
で
、
維
持
管
理
の
効
率
化

と
恒
常
的
な
安
全
性
確
保
を
目
的
に
実
用
化
に
向
け

て
試
行
し
て
い
る
o

@

凍
結
路
面
の
発
生
状
況
と
交
通
事
故
に
つ
い
て

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
社
会
に
お
け
る
路
面
管
理

の
指
標
作
り
に
向
け
て
、
現
在
、
目
視
に
よ
る
路
面

分
類
法
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
全
道
的
に
各
種

雪
氷
路
面
の
出
現
状
況
を
継
続
調
査
し
て
い
る
。

平
成
六
、
七
年
度
冬
期
に
お
け
る
路
面
分
類
ご
と

の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
特
徴
的
な
点
で
は
平
成
七

年
度
冬
期
で
は
前
年
度
に
比
べ
て
非
常
に
滑
り
や
す

　
　　

彬
ツ

い
雪
氷
路
面
の
出
現
率
が
全
体
的
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
気
象
状
況
の
違
い
や
全
道

的
な
凍
結
防
止
剤
や
滑
り
止
め
剤
の
使
用
量
、
及
び

除
雪
回
数
の
増
大
等
、
冬
期
路
面
管
理
の
強
化
に
よ

る
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
効
果
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
継
続
調
査

に
よ
り
解
明
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②

冬
期
の
交
通
事
故
と
路
面
管
理

北
海
道
開
発
局
が
管
理
す
る
国
道
に
お
け
る
冬
期

交
通
事
故
の
発
生
件
数
の
状
況
を
み
る
と
、
平
成
四

年
以
降
、
夏
期
の
交
通
事
故
の
微
増
に
対
し
て
、
冬

期
の
事
故
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
冬
期
の
事
故
の
う
ち
、
冬
型
事
故

(ス

リ
ッ
プ
、
視
界
不
良
等
)
は
、
各
年
と
も
冬
期
事
故

の
約
三
○
%
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
ス
リ

ッ
プ
事
故
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
の

ば
ら
つ
き
も
あ
り
、
引
き
続
き
今
後
に
向
け
た
調
査

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
冬
期
路
面
対
策
に
つ
い
て
今
後
と
も
充
実

を
図
っ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て

も
安
全
な
冬
道
運
転
の
啓
蒙
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
他
の
道
路
管
理
者
と
協
力
、
連
携

し
、
｢冬
道
安
心
ガ
イ
ド
｣等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
毎

年
配
布
し
て
安
全
運
転
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

図 7 冬期交通事故件数の推移
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四

新
を
な
取
り
組
み

○

情
報
通
信
技
術
等
の
活
用

現
在
、
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い

る
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
に
関
連
し
て
、

北
海
道
開
発
局
で
は
冬
期
交
通
の
安
全
性
向
上
、
維
持
管

理
の
効
率
化
等
を
主
眼
に
I
T
S
技
術
の
研
究
･
開
発
を

進
め
て
い
る
o

こ
の
う
ち
、
冬
期
交
通
の
安
全
性
に
関
連
し
た
主
な
取

り
組
み
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

①

イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト

･
デ
リ
ニ
エ
ー
タ

･
シ
ス
テ

ム
当
シ
ス
テ
ム
は
、
視
程
障
害
時
の
冬
期
多
重
衝
突

な
ど
の
重
大
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
降
雪
に
影
響

の
な
い
ミ
リ
波
を
用
い
て
激
し
い
吹
雪
中
で
も
前
方

の
事
故
等
に
よ
る
停
止
車
両
を
検
知
し
、
後
続
車
両

に
危
険
警
告
を
行
う
も
の
で
、
実
用
化
に
向
け
た
実

験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②

道
路
情
報
の
提
供

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
)

特
に
厳
し
い
気
象
条
件
と
な
る
峠
、
及
び
高
規
格

幹
線
自
動
車
道
の
画
像
情
報
や
路
面
情
報
等
の
道
路

情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
W
W
W
サ
ー
バ
ー
、

電
話
、
F
A
X
を
利
用
し
て
、
本
年
三

月
一
六
日

か
ら
通
年
で
二
四
時
間
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

図

②

道
路
管
理
者
間
や
関
連
機
関
と
の
連
携
強
化

P R 紙 ｢冬道安心ガイド｣ (抜粋)

平
成
八
年
一
月
に
道
央
圏
を
襲
っ
た
豪
雪
で
は
、
交
通
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エ
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図10 インターネットの活用による道路情報の提供

◎ ポール型視程計 ･停止車両検知用レーダ付き

ポール型視程計付き
タ

埠

中

機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
活
動
全
般
に
も
多
大
な
影
響

化
や
、
関
係
各
機
関
と
の
協
力
情

報
提
供
体
制
等
の
構

工

亭

二

を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

築
が
重
要
で
あ
り
、
協
議
会
等
を
通
し
、
体
制
強
化
に
向

魂鼾北海道開発局

図 9 インテリジェント ･デリニエータ ･システム

。

二

付

.

デ

特
に
、
小
樽
市
で
日
降
雪
量
が
八
四
伽
と
観
測
史
上
最

け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

轡

鮮

柵

ネ

高
森

ご

月
八
日
に
は
札
幌
ね

間
で
J
R

あ

う
き

北
海
道
冬
期
路
面
管
理
充
実
計
画
策
定
協

発

視

視

"

雄
理
理

工

高
速
道
路
の
不
通
を
は
じ
め
、
国
道
五
号
で
も
約
八
時
間

議
会
｣
は
、
道
路
管
理
者

(北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、

型

ル

′

、

、

る

、

‘
′

月

二
。

&

を

ネ
、7
、
躬
又

増
、ン

?

常

-

-

杉

の
通
行
止
め
と
な
り
、
主
要
交
通
が
完
全
に
マ
ヒ
す
る
事

札
幌
市
、
日
本
道
路
公
団
)
相
互
の
情
報
連
絡
体
制
の
強

鉗

通

ボ

ポ

l

o

e

◎

ン

態
を
生
じ
た
。

化
を
図
り
、
除
雪
作
業
等
の
効
率
的
な
計
画
の
立
案
な
ど

ャ

′

イ

行

こ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
お
け
る
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
、

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
毎
年
、
年
二
回
開
催
し
て
い
る
。
蒲

)多

9

よ
り
効
率
的
･

効
果
的
な
維
持
管
理
体
制
を
図
る
た
め
に

ま
た
･

本
協
議
会
で
は
･

道
路
管
理
者
に
加
え
て
関
連

フ

"

図

も
、
道
路
管
理
者
間
に
お
け
る
連
絡
体
制
の
さ
ら
な
る
強

機
関

(除
雪
業
者
、
気
象
関
係
、
地
方
公
共
団
体
、
運
輸



凡 例
国土開発幹線自動車道A 朧箋綱基個

鵬
鰓
期

蟹
m

℃

嬬
国幹道に並行する目專道バ 蹴櫛囮艶勝間

供
皿

一般国道自動車専用道路B 楓嶬中癒
↓

済
一一

用
=

供
=

業
者
、
医
療
機
関
等
)
と
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で

豪
雪
時
な
ど
に
お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
の
連
携
や

面
的
に
整
合
の
と
れ
た
道
路
維
持
管
理
の
実
現
、
効
率
的

な
情
報
提
供
な
ど
、
充
実
し
た
道
路
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
o

③

高
規
格
幹
線
自
動
車
道
の
冬
期
道
路
管
理

本
年
七
月
か
ら
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
接
続
す

る
北
海
道
開
発
局
管
理
の
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

供用開始区間

理

畑

管　
　
L

開

高規格幹線道路

高
規
格
幹
線
自
動
車
道
二
路
線
が
供
用
を
開
始
し
た
。

北
海
道
の
都
市
間
距
離
が
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
い

規
制
速
度

(夘
ー
即
如
/
h
)
を
確
保
し
、
高
規
格
幹
線

道
路
と
し
て
の
整
備
効
果
を
高
め
る
た
め
、
高
速
自
動
車

国
道
に
準
拠
し
た
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
道
路
交

通
管
理
室
を
設
置
し
て
、
職
員
に
よ
る
二
四
時
間
体
制
で

開発局管理

図針 高規格幹線道路網図

用

ヨ
供
L

道
路
･
気
象
の
情
報
の
収
集
を
行
い
、
情
報
板
表
示
･
事

故
処
理
等
の
道
路
情
報
の
提
供
を
行
う
と
共
に
、
管
理
す

る
事
務
所
･
事
業
所
に
情
報
連
絡
や
必
要
に
応
じ
対
応
指

示
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

北
海
道
開
発
局
と
し
て
初
め
て
の
高
規
格
幹
線
自
動
車

道
で
あ
り
、
本
年
夏
期
及
び
こ
れ
か
ら
対
応
す
る
冬
期
の

道
路
管
理
を
踏
ま
え
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

広
大
で
冬
期
気
象
条
件
の
厳
し
い
北
海
道
に
お
い
て
、

冬
道
の
安
全
で
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
冬
期
道
路
管
理
の
現
状
や

各
種
対
策
、
さ
ら
に
新
た
な
取
り
組
み
の
状
況
も
踏
ま
え
、

各
地
域
の
特
性
に
適
し
た
対
策
を
よ
り
効
率
的
、
効
果
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
近
年
で
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
道

路
利
用
者
へ
の
迅
速
で
的
確
な
情
報
の
提
供
が
必
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
維
持
管
理
の
効
率
化
、
豪
雪
等
の
対
応
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
冬
期
道
路
情
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
よ
り
高
度
で
き
め
細
か
な
冬
期
の
路
面
管
理
を

進
め
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
従
来
に
も
ま
し
て
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
の

高
い
冬
道
の
安
全
確
保
を
今
後
も
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

(北
海
道
開
発
局
建
設
部
道
路
維
持
課
長
補
佐
)



中
国
地
建
に
よ
る
冬
期
の
道
路
管
理

森

脇

広
志

は
じ
め
に

国
土
面
積
の
約
八
･
四
%
を
占
め
、
約
七
八
〇
万
人
が

住
む
中
国
地
方
は
、
東
西
三
五
〇
虹
、
南
北
約
一
四
〇
蝿

の
細
長
い
地
形
で
中
央
部
を
中
国
山
地
が
東
西
に
貫
通
し

日
本
海
と
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
る
。

気
候
の
特
徴
は
、
日
本
海
岸
式
気
候
と
瀬
戸
内
式
気
候

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

日
本
海
沿
岸
か
ら
中
国
山
地
に
か
け
て
の
地
域
は
、
冬

期
に
北
西
の
季
節
風
と
対
馬
海
流
の
影
響
で
雪
や
雨
が
多

く
比
較
的
厳
し
い
気
候
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
は

年
間
を
通
じ
て
比
較
的
、
穏
や
か
な
気
候
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
中
国
地
方
を
縦
断
す
る
路
線
に
お
い
て
は
、

全
く
雪
の
な
い
状
態
に
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か
な
移
動
に
よ

り
一
面
銀
世
界
に
変
わ
る
と
い
っ
た
変
化
の
大
き
い
地
域

を
有
す
る
路
線
で
あ
る
。

積
雪
地
に
お
け
る
冬
期
の
路
面
凍
結
抑
制
対
策
は
、
安

全
な
車
両
走
行
の
確
保
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

特
に
、
土
工
部
と
比
べ
路
面
凍
結
が
発
生
し
や
す
い
橋
梁

部
で
は
、
重
点
的
な
凍
結
防
止
剤
の
散
布
等
多
大
な
労
力

と
費
用
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
中
国
地
方
建
設
局
で
は
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
っ
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
取
り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

一
管
内
の
状
況

中
国
地
方
建
設
局
は
、
一
二
路
線
一
、
六
〇
四
鹸
を
九

事
務
所
、
二
四
出
張
所
で
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
積

雪
寒
冷
地
特
別
地
域
は
、
日
本
海
に
沿
っ
て
縦
断
す
る
九

号
、
一
九
一
号
、中
国
山
地
を
横
断
す
る
二
九
号
、五
三
号
、

五
四
号
の
五
路
線
、四
三
〇
蹴
を
七
事
務
所
、
一
一
出
張
所

で
分
担
し
一
三
カ
所
の
ス
ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
一
三
五

台
の
除
雪
機
械
を
配
備
し
除
雪
を
行
っ
て
い
る
(図
1
)。

二

気
象
予
報
に
よ
る
雪
寒
体
制
確
立

凍
結
防
止
剤
散
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
適
切
に
判
断
す
る

た
め
、
ま
た
、
除
雪
作
業
の
準
備
が
遅
れ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
に
、
積
雪
寒
冷
地
域
の
あ
る
事
務
所
に
お
い
て
は
気

象
協
会
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
管

理
区
間
内
の
積
雪
の
多
い
箇
所
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
予
報

(三
時
間
毎
の
天
気
、
降
雪
の
深
さ
、
気
温
)
道
路
気
象

予
測
表

(表
ー
)
を
作
成
し
て
、
除
雪
作
業
や
凍
結
防
止

剤
散
布
作
業
が
出
遅
れ
の
な
い
、
効
率
的
な
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
冬
期
に
お
け
る
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
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図 1 中国地方建設局の状況
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表 i 道路気象予測表

区 分 時 間 最低気温

縦

襁

天 気 ◎ * l ◎ *

参降雪の深さ(cm) 5 10 1

気 温

併
=̂〉

鮨
籍

天 気 ◎ * ◎

忍降雪の深さ(cm) 5 10 にU 00 にU リム ×̂〕 1

気 温 毬 ? 4 =̂〕

婦
蛛
礪

天 気 ◎ * ◎

橡降雪の深さ(cm) 4 にU 欝 リム QU リム ー ー

気 温 Û 叫 孝 孝 可 “̂ Û

曲

纈

天 気 ◎ * ◎

孝降雪の深さ(cm) - リム ハソム - ー

気 温 リム ハソム Û 斗 弓 リム 中
三

新
技
術
･
新
工
法
に
よ
る
雪
寒
対
策

1

ゴ
ム
材
を
用
い
た
凍
結
抑
制
舗
装

今
年
度
開
通
し
た
島
根
県
松
江
市
の
松
江
道
路
の
終
点

部
が
最
小
曲
線
半
径
一
六
0
m
、
最
大
横
断
勾
配
八
･
○

%
で
あ
る
た
め
、
冬
期
に
お
け
る
路
面
凍
結
に
よ
る
通
行

車
両
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
ゴ
ム
ロ
ー
ド
舗
装
が
採
用

さ
れ
た
。

ゴ
ム
ロ
ー
ド
舗
装
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
プ
レ
コ
ー
ト

し
た
ゴ
ム
骨
材
を
敷
き
均
し
直
後
の
ベ
ー
ス
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
に
散
布
･
圧
入
す
る
事
に
よ
っ
て
、
舗
装
表
面

に
露
出
し
た
ゴ
ム
骨
材
に
よ
り
、
車
両
走
行
時
の
氷
層
割

り
作
用
と
、
氷
が
付
着
し
が
た
い
氷
層
剥
離
作
用
の
凍
結

抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
舗
装
工
法
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

従
来
の
ロ
ー
ル
ド
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
プ
レ
コ
ー
ト
採

石
を
プ
レ
コ
ー
ト
ゴ
ム
骨
材
に
替
え
た
、
た
わ
み
系
凍
結

抑
制
舗
装
で
あ
る

(写
真
1
･
2
)。

　　
　

　

真

行

写

浦

　
　

ゴ

鮴

ド舗装の表面

写真 1 左がゴムロード舗装



2

吹
止
冊
に
よ
る
横
風
対
策

国
道
二
九
号
は
、
鳥
取
市
か
ら
中
国
山
地
を
越
え
て
、

姫
路
市
に
至
る
山
間
部
を
通
る
非
常
に
雪
の
多
い
路
線
で

あ
る
。
鳥
取
工
事
事
務
所
管
内
は
す
べ
て
積
雪
寒
冷
地
域

で
あ
り
中
国
地
方
で
最
も
雪
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吹
止
冊
が
計
画
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
東
側
及
び
西
側

に
中
国
山
地
に
連
な
る
山
が
あ
り
、
そ
の
間
を
縫
っ
て
一

級
河
川
が
貫
流
す
る
狭
ま
っ
た
狭
溢
部
に
位
置
し
、
北
西

よ
り
強
い
季
節
風
が
東
側
の
山
腹
に
当
た
っ
て
、
北
東
の

風
に
向
き
を
変
え
、
雪
原
に
溜
ま
っ
た
雪
を
横
殴
り
に
吹

き
付
け
る
地
吹
雪
発
生
の
典
型
的
な
地
形
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
重
視
し
、
高
さ
四
m
の
吹
止

冊
を
中
国
地
建
で
初
め
て
設
置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

冬
期
以
外
使
用
し
な
い
と
き
は
、
取
り
外
し
収
納
で
き
る

構
造
と
な
っ
て
い
る

(図
3
)
。

3

地
熱
を
利
用
し
た
無
散
水
融
雪
施
設

本
シ
ス
テ
ム
は
、
積
雪
･
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
地
熱
を

利
用
し
た
新
技
術
で
あ
る
。

ま
ず
、
地
下
一
〇
0
m
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
熱
交
換
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
。
密
閉
さ
れ

た
熱
交
換
パ
イ
プ
に
不
凍
液
を
循
環
さ
せ
、
岩
盤
地
熱
で

暖
め
ら
れ
た
不
凍
液
は
舗
装
版
に
埋
設
し
た
融
雪
パ
イ
プ

内
を
循
環
、
放
熱
し
て
、
再
び
熱
交
換
パ
イ
プ
に
戻
り
地

熱
の
供
給
を
受
け
る
。
こ
の
循
環
サ
イ
ク
ル
が
常
時
行
わ

れ
る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
凍
結
、
積
雪
防
止
を
行
う
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
o

中
国
地
建
で
は
、
広
島
県
双
三
郡
布
野
村
の
五
四
号
天

狗
ト
ン
ネ
ル
の
両
坑
ロ
と
橋
梁
部

(延
長
二
二
0
m
、
面

積
一
、
六
二
五
評
)
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
平
成
七
年
度

試
験
的
に
導
入
し
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
採
用

- れ,。 l

図 3 吹止柵

収納時

さ
れ
て
い
る

(図
4
、
写
真
3
)。

図 4 熱移動の概念図

写真 3 無散水融雪による路面状況

道々テセ 98.12 3 7



四

地
域
ぐ
る
み
の
歩
道
除
雪

幹
線
道
路
の
車
道
の
除
雪
は
道
路
管
理
者
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
歩
道
の
除
雪
が
車
道
除
雪
後
に
な
り
、

通
学
時
ま
で
に
十
分
な
対
応
が
行
わ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
歩
行
者
の
空
間
を
確
保
し
、
児

童
、
生
徒
そ
の
他
の
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
ぐ
る
み
の
歩
道
除
雪
を
行
う
た
め
、
小
型
除
雪

機
を
市
町
村
に
無
償
貸
付
し
、
早
い
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
委
託
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
九
年
度
鳥
取
工
事
事
務
所
の
二
出
張
所
で
町
村
に

一
台
ず
つ
、
計
一
〇
台
を
委
託
し
て
行
っ
た
結
果
、
積
雪

時
に
は
す
べ
て
の
町
村
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
時
期
に
除
雪
を

開
始
で
き
、
ま
だ
一
年
の
運
用
で
は
あ
る
が
苦
情
も
減
り
、

地
域
と
一
体
の
除
雪
作
業
と
し
て
今
後
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。

写真 4 歩道除雪状況

　
　　
　
　
　

　

　

　
　

　　
　
　

　　
　
　
　

　

な
きも
ぎ
え蝨
山

添
さ
も,

き
ほ

羽き

平
成
一
〇
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
一
事
務
所
、
一
出
張
所

て
い
る

(写
真
6
)
。

で
四
台
の
小
型
除
雪
機
を
貸
与
す
る
予
定
で
あ
る

(写
真

上
屋
付
き
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
は
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

4
)
。

は
日
陰
を
つ
く
り
、
人
に
優
し
い
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

五

『道
の
駅
』
長
門
峡

て
ぃ
る

(写
真
7
)
。

山
ロ
県
阿
武
郡
阿
東
町
に
開
業
し
た

『道
の
駅
』
長
門

峡
は
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
の
国
道
九
号
沿
い
に
設
置
さ

れ
て
い
て
、
冬
期
の
利
用
者
の
た
め
工
夫
を
こ
ら
し
た
施

設
を
整
備
し
て
い
る
。

前
に
紹
介
し
た
、
地
熱
を
利
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム
を

駐
車
場
の
一
部
に
採
用
し
、
チ
ェ
ー
ン
の
着
脱
場
と
し
て

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
(写
真
5
)。
ま
た
、
ト
イ
レ
、
公

衆
電
話
の
通
路
に
も
採
用
し
、
施
設
を
利
用
し
易
く
な
っ

- 、
用 、

　　　　　　　

　

　

　

　

　l)地熱を利用した駐車場

写真 6 地熱を利用したトイレ付近

　

　

　

　　

　

　

讓

≦

‘
‐

〆
写真 7 上屋付き駐車場



六

除
雪
機
械
の
有
効
利
用

中
国
地
建
の
積
雪
寒
冷
地
域
は
豪
雪
地
域
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
地
域
は
年
に
よ
り
積
雪
の
状
況
が
異
な
る
た
め
、

除
雪
機
械
の
稼
働
が
少
な
い
年
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
道
路
維
持
用
の
散
水
車
･
排
水
管
清
掃
車
･
側
溝
清

掃
車
は
、
必
要
性
は
あ
る
が
購
入
価
格
が
高
価
な
こ
と
と

使
用
頻
度
か
ら
各
事
務
所
に
十
分
配
備
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
中
国
地
建
で
は
除
雪
機
械
の
有
効
利
用
と

道
路
維
持
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、｢除
雪
ト
ラ
ッ
ク
｣

と

｢凍
結
防
止
剤
散
布
車
｣
に
つ
い
て
雪
寒
時
期
以
外
で

の
道
路
維
持
作
業
へ
の
活
用
を
図
り
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ー

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

冬
場
は
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
と
し
て
除
雪
作
業
に
活
用
し
、

冬
場
以
外
は
後
部
荷
台
に
取
り
付
け
た
散
水
タ
ン
ク
、
排

水
管
清
掃
装
置
、
側
溝
清
掃
装
置
で
道
路
維
持
作
業
に
活

用
し
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
の
有
効
利
用
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮

減
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る

(写
真
8
)。

特
徴

平
成
九
年
度
に
導
入
し
た

｢除
雪
ト
ラ
ッ
ク

(排
水
管

清
掃
装
置
付
)｣
の
主
要
諸
元
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

･フ
ロ
ン
ト
プ
ラ
ウ
は
進
行
角
可
変
型
で
あ
り
、
支
道
･

出
入
り
口
等
の
雪
堤
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

2 主要諸元

項 目 (除 雪 時) (排水管清掃時)

車両寸法 全長 11
,
loomm以下 9

,
ooomm以下

幅全 2
,
9oomm以下 2

,
500mm以下

高全 3
,
500mm以下 3

,
50omm以下

除雪性 除雪幅 卵纖 -

除雪作業速度 鬚緘
雪

鱗 -

排水管清掃性能 最大清掃延長 趾纖 -

洗浄ポンプ 啜雄 一

趾蠣躍 ー

水タンク容量 趾鴛 -

･
冬
場
以
外
に
は
後
部
荷
台
に
取
り
付
け
た
排
水
管
清

掃
装
置
で
道
路
維
持
作
業
に
使
用
す
る
。

･
除
雪
機
械
の
連
行
管
理
を
支
援
す
る

｢連
行
管
理
シ

ス
テ
ム
｣
を
搭
載
し
て
い
る
。

冬期以外

写真 8 除雪トラック



2

凍
結
防
止
剤
散
布
車

冬
場
は
専
用
の
凍
結
防
止
剤
散
布
車
と
し
て
凍
結
防
止

剤
の
散
布
作
業
に
活
用
し
、
冬
場
以
外
は
後
部
荷
台
に
あ

る
車
速
同
調
用
の
油
圧
装
置
を
除
く
散
布
装
置
を
お
ろ
し
、

｢標
識
車
｣
と
し
て
道
路
維
持
作
業
に
活
用
し
、
凍
結
防

止
剤
散
布
車
の
有
効
利
用
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
を
図
っ

た
も
の
で
あ
る
o

今
年
度
、
管
内
の
二
事
務
所
に
新
規
導
入
予
定
で
あ
る

(写
真
9
)。

特
徴

平
成
一
〇
年
度
に
導
入
予
定
の

｢凍
結
防
止
剤
散
布
車

(二
･五
齋
級
、
着
脱
式
)｣
の
主
要
諸
元
は
表
3
の
と
お

り
で
あ
る
。

特
徴
と
し
て
は
、

･
冬
場
の
散
布
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
車
速
同
調

式
の
薬
剤
散
布
機
能
と
し
、
走
行
は
四
輪
駆
動
式
と

し
て
い
る
。

･
冬
場
以
外
に
は
後
部
荷
台
の
散
布
装
置
を
お
ろ
し
、

車
載
式
の
標
識
装
置

(内
照
式
)
を
搭
載
し
、
標
識

車
と
し
て
活
用
で
き
る
。

･
標
識
車
と
し
て
の
利
用
を
考
慮
し
、
追
突
衝
撃
緩
衝

装
置

(着
脱
可
能
)
を
設
置
可
能
で
あ
る
。

･
除
雪
機
械
の
連
行
管
理
を
支
援
す
る

｢連
行
管
理
シ

ス
テ
ム
｣
を
搭
載
し
て
い
る
。

外

し

又
“
、

　
　　
　
　
　
　

冬

"

写真 9 凍結防止剤散布車

お
わ
り
に

冬
期
の
道
路
管
理
は
、
気
候
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
特
に
中
国
地
方
は
地
域
に
よ
り
積
雪
量
、
気
温
の
差

が
大
き
い
た
め
、
除
雪
の
体
制
に
お
い
て
も
事
務
所
に
よ

り
設
備
の
差
が
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
同
じ
レ
ベ
ル
で
の
交
通
確

保
を
目
指
し
た
道
路
管
理
を
行
う
た
め
、
新
技
術
･
新
工

法
･
除
雪
機
械
の
開
発
等
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

　

み
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

(中
国
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
管
理
課
管
理
係
長
)

｢　

3 主要諸元

項 目 散 布 時

車両寸法 録 7
,
500mm以下

幅全 2
,
300mm以下

錦 2
,
700mm以下(車両のみ)

散布性能 幅布散 3 ~ 7 m 以上

量質布散 15 ~ 50g/n1:

緘
5 ~ 40km/h

鵺鑓羸 2
,
5 m3以上

鰄高月嬬
N aC1及びCaC1

縄クンタ｢/ 5
,
300 8 以上



本
年
も
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

｢道
の
日
｣

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

｢道
の
日
｣
行
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ー

｢道
の
日
｣
行
事
一の
種
別
に
つ
い
て

く
な
り
、
コ
ス
ト
負
担
も
大
き
い
等
の
理
由
か
ら
道
路
管

理
者
間
に
よ
る
共
催
、
民
間
企
業
等
の
協
賛
に
よ
り
運
営

行
事
種
別
に
つ
い
て
は
、
①
市
民
等
参
加
に
よ
る
道
路

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

清
掃
、
②
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
③
そ
の
他
、
④
フ
ェ
ス

多
人
数
を
集
客
で
き
る
公
園
等
に
お
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
イ

テ
ィ
バ
ル
･
展
覧
会
等
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
道

ベ
ン
ト
と
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
、
縁
日
コ
ー
ナ
!
、
パ
ネ
ル

路
清
掃
は
、
コ
ス
ト
負
担
が
少
な
く
、
市
民
等
の
参
加
の

展
示
な
ど
を
同
時
に
行
う
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
展
覧
会
、

理
解
が
得
や
す
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
多
く
実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
、
グ
ッ
ズ
等
を
配
付

賞
薹

ミ

し
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
機
関
の
報
告
に
よ

部皷ぢ鎌癆彰ば姥砿拗拗媒酌の臟蜘娑翔洲瀕寝妙

総k＼ミ溥廳鮮麗洲

す
。
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、
人
、
自
動
車
が
多
い
、
駅

豊

前
広
場
、
主
要
道
路
沿
線
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。
な
お
、

鱈
、

本
年
は
、
花
火
大
会
、
夏
祭
り
等
多
人
数
が
集
ま
る
と
こ

鹸讓

ろ
で
、
効
果
的
に
普
及
･
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー

鱸

ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
o

③
そ
の
他
の
中
で
、
多
く
を
占

講

べ癖

め
て
い
た
の
が
広
報
活
動
で
し
た
。
コ
ス
ト
的
な
都
合
等

総

の

　　　
　　　

　

　

　

　　　

道路局道路総務課
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ふせ驫‐学もぎをきをのど二言ことふき !

展
示
会
に
つ
い
て
は
、
写
真
･
パ
ネ
ル
に
よ
る
道
路
事
業

説
明
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
記
例
の
他
に
は
、
一
般
の
方
か
ら
の
応
募
に

図 1 行事種別 (行事 1件に付 1カウント)

よ
り
、
一
日
事
務
所
長
を
委
嘱
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
な
ど
、
各
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
｢道
の

日
｣
の
普
及
･
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フェスティバル ,展覧会 並 、
14% 日 一そ忽他 パレード

4%

見議会
街頭キャンペーン

22%

市民による清掃
講演会 ･シンポジウム

30%
1%

図 2 種別

写真 2 ･ 3 パネル展示の例と来場者への

説明の様子



二

｢道
の
日
｣
普
及
･
啓
発
活
動
に
お

け
る
グ
ッ
ズ
の
配
付
に
つ
い
て

｢道
の
日
｣
普
及
･
啓
発
の
た
め
に
、
グ
ッ
ズ
を
配
付

　　　　　　　　　

5

′
種
子
三
…痢な二

2

-
磨
き
ゞ

錨

風
船
“

…ゞ

*
"
言
き

　
　
　
　　　

2

タ
オ
ル
キ

　

　

1

テ
イ
シ
ユ
き

の

鹸

シ
r
ル
%

図 3 配布物 (同じ機関でも行事毎に別カウント)

ノ
ン
フ

　　　ラ
シ

94

-

、
チ
ワ
三
…

5

.÷
ふ
こ
熱

1

騒

T
vソ
ヤ
ヅ
…

為馬協議、き翻ささ割き、選さきさ

ぞシ　

　

テ

配

醸
し
鱸

し

図

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な

す
。
昨
年
よ
り
も
、
う
ち
わ
を
配
付
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

配
布
物
例
は
左
の
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。
道
路
愛
護
の
精

理
由
と
し
て
は
、
チ
ラ
シ
は
配
付
す
る
と
捨
て
る
人
が
多

神
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

い
が
、
う
ち
わ
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
等
が
挙
げ
ら

多
く
、
次
い
で
、
う
ち
わ
、
ゴ
ミ
袋
が
多
く
な
っ
て
い
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る

珍眺

と
受
け
取
っ
て
も
ら
い
や
す
い
、
花
火
大
会
、
夏
祭
り
等

チ

多
人
数
の
集
ま
る
所
で
の
配
付
は
効
果
的
等
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　　　
　
　　
　
　

　

　　　

　パー

写真 4 市の職員がドライバーにグッズを配付



一
方
、
グ
ッ
ズ
配
付
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
は
限
界
が
あ
り
、

他
機
関
と
の
連
携
、
道
の
駅
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
有
効

に
活
用
す
べ
き
と
の
意
見
も
多
く
、
今
後
は
、
よ
り
効
率

的
、
効
果
的
な
普
及
･
啓
発
活
動
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

三

広
報
媒
体
に
つ
い
て

広
報
の
媒
体
と
し
て
は
、
①
広
報
誌
、
②
ポ
ス
タ
ー
、

③
新
聞
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
手
軽

に
掲
載
で
き
、
か
つ
多
数
の
人
の
目
に
触
れ
る
等
の
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
民
に

｢道
の
日
｣
を
周
知
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
広
報
活
動
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
は
多
く
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
に
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
発
送

郵
便
物
に

｢道
の
日
｣
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
シ
ー
ル
を

貼
る
と
い
う
機
関
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
先
に
も

述
べ
た
と
お
り
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
同
時
に
活
用
す
べ
き
と
の
意
見
も
多
い
も

の
の
、
コ
ス
ト
的
な
問
題
か
ら
実
施
で
き
な
い
と
い
う
実

情
が
あ
り
、
国
等
に
よ
る
全
国
的
な
広
報
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
年
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
に
て
政
府
広

報
を
行
い
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
各
機

関
の
広
報
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
全
国
的
な
広
報
を

効
率
的
、
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
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図 5 広報媒体 (同じ機関でも行事毎に別カウント)
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8月硼撚る月目 = 8月硼熟も月円 = 8月撒滞る月買 = 8月繊掛る朧 = 8月隅はもる腹= 8月嬬撚る月刊

こんにちわ
羽
目
重
麩
を
ま
も
る
月
日

淺
蝨
を
:

義 今日 8 月 1 0 日は ｢道の日｣ です 箋

: “児庫そう ! / 身近な道路の穴勿さを“

｣ご存じですか、世界最古の長距離道路を?
(答) ロイヤルロード

き [紀箋宝灘蟻義彦夢多ミ翌朝蝉ぢ震盪野艷楚蕪編邸)]
平塚市淺　

｣ 8開園恥をまもる月冒ニコ8月間gI睦まもる鵬--一8月蟹田はもろ刃関ニニニコ8月出動略報もるmニニニ8月日GI口軽まもる自費-- 8月田園はM月日』

H .10,8.10
髄 2 14 9

平塚市企画部広報広嚏課

　
　
　
　　

｢空
気
や
水
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ

梼
議
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
道
路
。
こ
の
道
路
に
つ
い
て
目

た
り
、
街
路
灯
や
防
犯
灯
等
を
遣
ろ
な

を
向
け
、
道
路
の
意
義
や
重
要
性
･必

ど
し
て
、
通
行
に
支
障
を
来
た
し
て
い

要
性
な
ど
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
-･｣

る
状
況
が
町
内
で
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
い
う
の
が
｢道
の
日
｣
で
す
。

樹
木
の
枝
下
ろ
し
を
行
い
、
道
路
上

ま
た
、
八
月
は
｢道
路
を
守
る
□晶
脚｣

に
物
を
置
い
た
り
、
道
路
施
設
に
看
板

で
も
あ
り
ま
す
。

を
設
置
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
だ
れ
も

道
路
は
、
都
市
に
お
け
る
防
災
･漕

が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
一人

防
活
動
等
の
た
め
の
公
共
空
地
と
し
て
、

ひ
と
り
の
心
掛
け
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
電
線
や
電
請

う
。

線
の
ほ
か
上
下
水
道
な
ど
の
収
容
ス
ベ
ー

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
頤

ス
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
道
路
も
、
道

◎
問
い
合
わ
せ

建
設
課

路
上
に
禍
木
の
枝
が
張
り
出
し
て
道
路

管
内
泉
2
3
5

◎い う
四間し皆 0
内いまき
綜合すん
2 わ oの
3 せ ご
　 　

道がくらしを運びます 道が笑顔を運びます
道路をまもる月間･道の日

道は、私たちの毎日の生活に欠かすことが
できません。しかし、空気のようにあまりに
身近すぎてその重要性を見過とされがちです。

8月1日から3 1日までは ｢道路を守る月
間｣、 8月1 0日は ｢道の日｣です。道と生
活とのかかわり、魅力ある地域づくりのため
の道路の役割などについて、もう一度見直し
てみてはいかがでしょうか.

道の日tは、昭和61年 8月,O B協
に制定されました。以 『道の日｣
来、道路の意義や重要
性について知ってもら e e
い、道路を大切にして ▲
　　　　 　　　　　 　つやノし、 ｣“]帰 一全国的に様々 な普及括 4
　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　

ず.
右のシンボルマーク ｢拗山骸界府"

は、道路と人を図案化
したもので、道によってもたらされる人と人
との出会い、ふれあい、道の大切さなどをイ
メージしています。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
花の種の入ったテイツシュ、啓発チラシを

配布し、多くの皆さんに道路に対する関心と
愛護思想の普及を図ります。
◇場 所 平塚駅北口
◇時 間 午前10時から

◆〆道の〃/クグーン≠ヤンベーン
道路環境を整備し,安全を図るため、道路

部職員ほか道路関係団体の方々 、合わせて3
5 0人以上が参加するクリーンキャンペーン
を実施します。このキャンペーンは、今年で
7回目。これだけ大規模に実施するのは、県
内でも平塚市だけです.植樹帯および植樹舛
のゴミの清掃や除草などの作業をします。
◇場 所 幹道1号線ほか市内6 7路線
◇時 間 午後1時から3時

道路環境をまもるため、まずは私たちの身
近な｢道｣からきれいにしてみませんか。

<道路補修課>

Q Q O チ

広報誌掲載例とチラシ作成例

閑麗議案物の移動だ字でなく 灘 翳
して祭りの会盤や人とのふれあいなど

』撥々な役割を果たしています.
みんなの道路を、ルールやマナーを守って大切にしよう l



　　　　　　　　
　　　　　

う
ち小売

写真 5 道路清掃時パトロールカーに幕を設置

　　　　　　　　　　　
写真 6 発送郵便物にシール

四

お
わ
り
に

昭
和
六
一
年
に

｢道
の
日
｣
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
全

国
で
展
開
さ
れ
て
い
る

｢道
の
日
｣
行
事
も
各
機
関
等
の

努
力
に
よ
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

国
民
へ

の
周
知
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、今
後
と
も
更
に
普
及
･

啓
発
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
機
関
と
も
試

行
錯
誤
し
、
よ
り
良
い
手
法
を
模
索
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
、
今
回
と
り
ま
と
め
た
報
告
は
、
各
機
関
等
の
参
考
と

な
る
よ
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



二

償
還
を
確
保
す
る
定
め
の
制
度

ー

概

要

有
料
道
路
制
度
で
は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
償
還
計
画
に

沿
っ
て
、
当
該
道
路
の
建
設
等
に
要
し
た
費
用
の
償
還
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

将
来
の
事
情
は
不
可
測
で
あ
り
、
建
設
中
の
物
価
の
上
昇
、

交
通
量
の
変
動
、
不
慮
の
災
害
等
に
よ
っ
て
採
算
不
良
路

線
が
発
生
す
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
。

高
速
自
動
車
国
道
、
都
市
高
速
道
路
な
ど
、
プ
ー
ル
制

を
採
用
し
て
い
る
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
償
還
の
対
象

路
線
が
複
数
で
あ
り
、
仮
に
プ
ー
ル
内
の
一
路
線
で
推
計

交
通
量
ど
お
り
の
交
通
量
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
他
の
路
線
か
ら
の
内
部
補
助
が
あ
る
た
め
、
直

接
プ
ー
ル
全
体
の
償
還
不
能
と
い
う
事
態
に
繋
が
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
即
ち
、
プ
ー
ル
制
を
採
用
し
て
い
る
有

料
道
路
で
は
、
単
独
採
算
制
を
採
っ
て
い
る
有
料
道
路
よ

り
、
償
還
不
能
と
い
う
事
態
が
生
ず
る
可
能
性
が
低
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
個
別
採
算
制
を

採
っ
て
い
る
有
料
道
路
で
は
、
個
々
の
路
線
の
採
算
不
良

が
、
償
還
不
能
と
い
う
事
態
に
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
償
還
を
確
実
に
す
る
何
ら
か
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
o

こ
の
観
点
か
ら
、
現
在
、
個
別
採
算
制
が
採
用
さ
れ
て

い
る
一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
は
、
｢損
失
補
て
ん
引
当
金

制
度
｣
及
び

｢公
差
制
度
｣
と
い
う
二
つ
の
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
(な
お
｢損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
｣
に
つ

い
て
は
、
一
般
有
料
道
路
の
他
、
一
部
の
指
定
都
市
高
速

道
路
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阪
神
高
速
道
路
に

お
い
て
は
、
制
度
上
の
枠
組
み
は
残
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
)

以
下
で
は
、
こ
の

｢損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
｣
及
び

｢公
差
制
度
｣
に
つ
い
て
順
次
触
れ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

増湛を本〒わ OQ 1リ イワ

2

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度

○

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
概
要

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
は
、
将
来
事
情
の
不
可
測
性

(物
価
及
び
将
来
交
通
量
等
経
済
事
情
の
著
し
い
変
動
、

不
慮
の
災
害
等
)
に
よ
り
生
じ
た
採
算
不
良
路
線
の
料
金

徴
収
期
間
満
了
時
の
未
償
還
額
を
、
同
じ
事
業
主
体
の
全

て
の
一
般
有
料
道
路
の
料
金
収
入
に
よ
っ
て
積
み
立
て
ら

れ
た
内
部
留
保
資
金
に
よ
っ
て
補
て
ん
し
、
も
っ
て
事
業

主
体
の
経
営
の
安
定
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ

る
%と

こ
ろ
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
第

一
項
で
は
、
一
般
有
料
道
路
の
料
金
の
額
を
定
め
よ
う
と

す
る
場
合
に
、
料
金
徴
収
総
額
が
費
用
の
合
算
額
に
見
合

う
額
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
合
算
す
る
費
用
の
項
目
の
一
つ
と
し

て
、
同
項
第
六
号
に

｢建
設
省
令
で
定
め
る
損
失
補
て
ん

引
当
金
に
充
て
る
た
め
に
要
す
る
当
該
道
路
に
係
る
費
用
｣

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
般
有
料
道
路
の
損
失
補

有料道路制度研究会
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て
ん
引
当
金
制
度
に
お
け
る
内
部
留
保
資
金
の

｢積
立
｣

に
充
て
る
費
用
は
、
当
該
道
路
の
償
還
す
べ
き

｢費
用
｣

の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
導
入
の
背
景

の

予
算
外
義
務
負
担
又
は
債
務
負
担
の
契
約

昭
和
三
一
年
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
日
本
道
路

公
団
法

(以
下
こ
の
二
法
を
単
に
｢法
｣
と
い
う
。)
の
制

定
に
伴
い
設
立
さ
れ
た
日
本
道
路
公
団

(以
下

｢公
団
｣

と
い
う
。)
は
｢公
団
が
原
則
と
し
て
全
国
の
有
料
道
路
の

管
理
を
行
う
｣
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
時
、
国
又
は
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
供
用
中
又
は
工
事
中
で
あ
っ
た
道
路
、

計
三
四
本
を
引
き
継
い
だ
が
、
こ
れ
ら
引
継
道
路
の
う
ち
、

特
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
引
き
継
い
だ
道
路
に
は
、
当
初

よ
り
そ
の
採
算
性
に
つ
い
て
危
惧
の
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

本
来
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
有
料
道
路

を
管
理
す
る
場
合
、
仮
に
当
該
道
路
に
つ
い
て
償
還
期
間

満
了
時
ま
で
に
償
還
が
終
了
し
な
く
と
も
、
そ
の
後
も
当

該
地
方
公
共
団
体
が
本
来
道
路
管
理
者
と
し
て
当
該
道
路

の
管
理
を
行
い
、
欠
損
金
も
当
然
に
当
該
地
方
公
共
団
体

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
企
業
的
性
格
を
持

つ
公
団
に
こ
の
よ
う
な
道
路
が
引
き
継
が
れ
た
場
合
、
当

時
は
ま
だ
償
還
期
間
満
了
時
ま
で
に
償
還
が
終
了
し
な
い

場
合
の
財
源
補
填
の
制
度
が
法
令
上
設
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
公
団
の
将
来
経
営
に
対
す
る
不
安
が
生
じ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
道
路
公
団
は
、
地
方
公
共
団
体

の
要
請
に
よ
っ
て
新
規
着
工
さ
れ
た
路
線
に
つ
い
て
、
償

還
期
間
満
了
時
ま
で
に
償
還
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

不
足
額
を
当
該
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
旨
の
契
約
を

地
方
公
共
団
体
と
締
結
し
、
又
は
契
約
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
、
当
該
負
担
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
同
意
を

得
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
契
約
又
は
同
意
の
対
象

と
な
っ
た
道
路
は

(議
会
の
決
議
を
経
た
上
で
行
わ
れ
た

負
担
契
約
と
い
う
形
態
の
も
の
か
ら
、
欠
損
が
生
じ
た
場

合
に
は
協
議
に
応
じ
る
と
い
う
程
度
の
同
意
に
至
る
ま
で

様
々
な
形
態
が
あ
っ
た
が
、)総
計
三
二
道
路
に
及
ん
で
い

る
↓0な

お
、
余
談
と
な
る
が
、
公
団
発
足
当
初
は
、
償
還
期

間
満
了
時
ま
で
に
償
還
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
道
路
に
つ

い
て
は
、
償
還
が
可
能
と
な
る
よ
う
政
府
補
助
金
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
投
入
さ
れ
る
補
助
金
の
額
に
つ

い
て
は
、
予
算
上
の
制
約
が
あ
り
、
限
界
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

回

プ
ー
ル
制
の
議
論

債
務
負
担
契
約
等
に
よ
っ
て
、
一
応
、
欠
損
に
対
す
る

保
証
は
で
き
た
訳
で
は
あ
る
が
、
実
際
は
こ
の
契
約
が
活

用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る

(正
確
な
記
録
が
な

い
た
め
、
不
明
。
)
。
ま
た
、
当
該
契
約
に
も
と
づ
き
、
地

方
公
共
団
体
が
、
日
本
道
路
公
団
管
理
の
一
般
有
料
道
路

の
償
還
期
間
満
了
時
点
で
の
不
足
額
を
負
担
し
た
場
合
、

地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
第
二
四
条
第
二
項
に
も
抵
触

す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
当

該
行
為
が
違
法
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
変
化
を
続
け
る

経
済
･
社
会
情
勢
の
中
で
、
契
約
の
履
行
が
確
実
に
な
さ

れ
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
政
府
補
助
金
に
つ
い
て

も
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
っ
た
た
め
、
公
団
は
企
業
体
と

し
て
自
律
的
に
そ
の
経
営
基
盤
を
安
定
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
方
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
て
、
昭
和
三
一
年
か
ら

三
四
年
に
か
け
て
、
公
団
の
経
営
安
定
性
に
関
す
る
様
々

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
道
路
無
料
公
開
の

原
則
と
有
料
道
路
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
、
即
ち
、

償
還
が
完
了
し
た
道
路
に
お
い
て
も
、
当
初
予
定
さ
れ
た

徴
収
期
限
ま
で
は
料
金
を
徴
収
で
き
る
か
ど
う
か
等
で
あ

る
↓0こ

の
よ
う
な
議
論
は
、
集
約
さ
れ
て
結
局
プ
ー
ル
制
の

議
論
と
も
繋
が
り
、

①

キ
ロ
当
た
り
単
一
の
料
金
を
設
定
し
、
収
支
を
プ

ー
ル
に
、
徴
収
期
間
を
一
律
に
三
〇
年
と
す
る
。

(現
在
の
高
速
自
動
車
国
道
と
同
様
の
プ
ー
ル
制
を

想
定
。)

②

路
線
毎
の
個
別
償
還
を
前
提
と
し
て
、
収
支
を
プ

ー
ル
に
、
徴
収
期
間
は
路
線
毎
の
償
還
計
画
に
よ
る

こ
と
と
す
ノる
。

(現
行
の
一
般
有
料
道
路
の
償
還
制
度
と
高
速
自
動

車
国
道
の
償
還
制
度
と
の
折
衷
案
)

③

路
線
毎
の
個
別
償
還
を
原
則
と
し
て
、
出
資
金
、

借
入
金
の
操
作
に
よ
っ
て
金
利
コ
ス
ト
を
路
線
毎
に



な
お
、
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
導
入
後
も
、
前
述
の

と
お
り
プ
ー
ル
制
の
議
論
は
残
り
、
建
設
省
、
大
蔵
省
、

公
団
の
三
者
の
間
で
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
最
終

的
に
は
有
料
道
路
政
策
そ
の
も
の
を
今
後
と
も
研
究
し
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
、
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
運
用

と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
当
時
、
建
設
省
、
大
蔵
省
、
公

団
等
の
間
で
何
度
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
は

道
路
の
無
料
公
開
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
、
各
路
線
が
有

機
的
な
一
体
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
償
還
主
義

の
原
則
に
抵
触
す
る
と
い
う
理
由
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
上
述
の
プ
ー
ル
制
の
議
論
の
中
で
、
収
支
の
一

部
を
プ
ー
ル
し
、
将
来
の
損
失
に
備
え
る
と
い
う

｢欠
損

引
当
金
積
立
制
｣
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
議
論
が
、
現
行
の

損
失
補
填
引
当
金
制
度
の
も
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

8

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
導
入

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
の
ち
、
昭
和
三
四
年
一
二

月
一
八
日
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
訳
で
あ

る
が
、
こ
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
は
昭
和
三
四
年
一
〇
月
三

○
日
付
け
の
建
設
省
道
路
局
路
政
課
資
料

(内
部
検
討
資

料
で
あ
り
あ
く
ま
で
公
式
見
解
を
示
す
資
料
で
は
な
い
。)

で
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
(表

を い 的 公 と 1 で 料 ○ る に 月 損 引 部 の 機 道 団 と
見 く に 団 お な ち 明 で 日 が ょ 一 以 8 失 当 を 一 原 的 路 等 こ い
守 こ は の り お ら あ 付 、 り 八 上 補 金 プ 方 則 な の の の っ 定
る と 有 三 プ 、 か り け こ 損 日 の 損 填 積 1 、 に 一 無 間 よ た め
こ を 料 者 1 損 で あ の の 矢 、 ょ 失 引 立 ル 上 抵 体 料 で ぅ 方 る
と 前 道 の ル 失 あ く 建 趣 補 道 う 補 当 制 し 述 触 性 公 何 な 法
と 提 路 間 制 補 る ま 設 旨 て 路 な て 金 ｣ 、 の す を 開 度 議 が
な に 政 で の て の で 省 等 ん 整 経 ん 制 が 将 プ る 有 の も 論 考
っ 、 策 種 議 ん で 公 道 に 引 備 緯 引 度 考 来 1 と し 原 な は え
た 損 そ 々 論 引 ゞ 式 路 つ 当 特 を 当 の ぇ の ル い て 則 さ 、 ら

表 1

道路整備特別措置法施行令の改正について (抄)
一損失補てん引当金制度 -

34 ,10 ,30 路政課

1. 公団の経営の健全化

(1) 不採算路線の存在

有料道路の路線の採択 (道路整備特別措置法 (以下 ｢法｣ という。) 第 3条第 1項の建設大

臣の許可) は、 その採算性の見通しの上に立って行われるが、 その見通しが不確実な要素、
例えば、将来の交通量等の推定に基づいて行われるため、将来とも当初予測された採算性が

そのまま保持されるこ げま当然に期待できない。 道路整備特別措置法施行令 (以下 ｢令｣ と

いう。)第 5条においてもこのことを予想して料金の額の変更等の措置をとることとしている
が、 公団のとり得る措置には限界があり、 不採算路線の出現は、 路線の採択に慎重を期して
も、 ある程度までは不可避である。

(中略)
このように、不採算路線の出現が不可避と考えられる以上は、 制度上、これに対し何らか

の対策を講じなければならないと考えられる。
(中略)

(2) 不採算路線についての対策

イ 国費の投入

国が積極的に関与する方法としては、 次のものが考えられる。
“) 出資金の増加

不採算路線に無利子の自己資金を充当するこ げ"よって、金利負担を軽減することがで

きる。この方策は不均衡な金利操作をするこ げ二ついて問題はあるが、ある程度までは有
効である。しかし、国の予算上の制約による限界があるのでこれに多くを期待することは
できない。
(ロ) 補助金の交付

公団の公共的性格からみて、特定の路線について補助することは可能な措置であり、そ

のほかにも、事後的な赤字補填の措置ないし一般的な経営補助の措置も考えられるが、実

際上ほとんど期待できないし(中略)、公団の独立採算制の面からも適切な措置とは言い難
いo
回 買上

未償還相当額の国費を投入して不採算道路を無料公開することが考えられる。実質的に
は赤字補填の補助金に近いが、 他の道路との均衡の問題もあり、また、制度上も特別措置
を要するなど、 実効性が同じく小である。
口 自己資金の活用

公団が企業効率を生かして経費の節減を図るとともに、利益金の獲得を認めて、これを

損失補填に当てる措置が考えられる。



従
っ
て
、
道
路
の
採
算
性
及
び
公
団
の
経
営
安
定
性
に

議
会
答
申
を
踏
ま
え
、
日
本
道
路
公
団
管
理
の
一
般
有
料

関
す
る
当
時
の
議
論
は
決
し
て
解
決
さ
れ
た
も
の
で
は
な

道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
五
月
二
七
日
の
承
認
に
よ

く
、
そ
の
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

り
従
前
の
一
律
一
五
%
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

あ
り
、
そ
の
点
は
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。

る
。
ま
た
、
地
方
道
路
公
社
管
理
の
一
般
有
料
道
路
に
つ

③

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
活
用

ぃ
て
は
、
同
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、
ま
も
な
く
、
一
律

損
失
補
て
ん
引
当
金
の
額
の
基
準
は
、
道
路
整
備
特
別

一
0
%
か
ら
償
還
期
間
四
〇
年
の
も
の
に
限
り
一
二
%
に

措
置
法
施
行
規
則
第
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
建
設
大

引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
参
考
ま
で

臣
の
承
認
を
受
け
て
事
業
主
体
が
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

に
平
成
九
年
道
路
審
議
会
答
申
の
該
当
部
分
を
引
用
し
て

お
り
、
現
在
、
日
本
道
路
公
団
管
理
の
一
般
有
料
道
路
に

お
く
こ
と
と
す
る
。

つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
料
金
収
入
の
二
○
%

(償
還
期
間

｢･･!
上
局
規
格
幹
線
道
路
等
の
自
動
車
専
用
道
路
網

の
設
定
が
三
〇
年
以
内
の
道
路
は
一
五
%
)、地
方
道
路
公

を
形
成
す
る
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
他
の
一

社
管
理
の
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
○
%
を
積
み

般
有
料
道
路
と
同
様
、
路
線
ご
と
の
採
算
の
確
保
が

立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
率

(以
下

｢引
当
率
｣

原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
対
す
る
危
険
負
担

と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
採
算
状
況
を
考
慮

の
分
散
と
い
う
性
格
を
有
す
る
損
失
補
て
ん
引
当
金

し
て
、
過
去
に
数
回
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

の
引
当
率
引
き
上
げ
と
併
せ
て
、
償
還
期
間
の
延
長

引
当
率
が
ど
の
よ
う
な
直
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。｣

く
、
そ
の
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
点
は
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。

③

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
の
活
用

損
失
補
て
ん
引
当
金
の
額
の
基
準
は
、
道
路
整
備
特
別

措
置
法
施
行
規
則
第
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
建
設
大

臣
の
承
認
を
受
け
て
事
業
主
体
が
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
現
在
、
日
本
道
路
公
団
管
理
の
一
般
有
料
道
路
に

つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
料
金
収
入
の
二
0
%

(償
還
期
間

の
設
定
が
三
〇
年
以
内
の
道
路
は
一
五
%
)、地
方
道
路
公

社
管
理
の
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
0
%
を
積
み

立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
率

(以
下

｢引
当
率
｣

と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
採
算
状
況
を
考
慮

し
て
、
過
去
に
数
回
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

引
当
率
が
ど
の
よ
う
な
値
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は

明
確
な
基
準
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
八
年
の
道

路
審
議
会
答
申
で
は
、｢
一
般
有
料
道
路
の
採
算
性
に
は
事

業
主
体
毎
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
今
後
は
、
自

ら
の
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路
全
体
の
採
算
状
況
及
び
採

算
不
良
道
路
の
料
金
改
定
の
検
討
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

な
が
ら
、
損
失
補
て
ん
引
当
金
の
引
当
率
を
各
事
業
主
体

ご
と
に
料
金
収
入
の
五
-
二
○
%
の
範
囲
で
運
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。｣と
あ
り
、
現
在
の
引
当
率
に
つ
い
て
も

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
行
の
引
当
率
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
道
路
審

3

公
差
制
度

損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
道

路
の
採
算
性
及
び
公
団
の
経
営
安
定
性
に
関
す
る
問
題
は

決
し
て
解
決
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
更
な
る
検
討
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て

考
え
ら
れ
た
制
度
の
一
つ
と
し
て

｢公
差
制
度
｣
が
あ
る
。

公
差
制
度
の
｢公
差
｣
と
は
、
｢公
に
認
め
ら
れ
得
る
誤

差
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
有
料
道
路
の
償
還
計
画
を
策

定
す
る
場
合
、
収
入
見
込
み
を
算
出
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
償
還
期
間
満
了
時
ま
で
の
交
通
量
の

将
来
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
計
交
通
量

は
、
将
来
推
計
で
あ
る
以
上
、
実
際
の
交
通
量
と
の
誤
差

が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
り

｢
一
定
の
割
合
｣
の
誤
差
に

つ
い
て
は
、
公
に
認
め
ら
れ
る
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
の
は
適
切
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
当
該

｢
一
定
の
割
合
｣
の
範

囲
内
で
交
通
量
を
過
大
に
推
計
し
、
償
還
期
間
満
了
時
点

で
償
還
が
終
了
し
な
い
結
果
と
な
る
道
路
が
生
じ
る
こ
と

は
当
然
に
想
定
さ
れ
る
が
、
逆
に
当
該

｢
一
定
の
割
合
｣

の
範
囲
内
で
交
通
量
を
過
少
に
推
計
し
、
償
還
期
間
満
了

時
よ
り
前
に
償
還
が
終
了
す
る
結
果
と
な
る
道
路
が
生
じ

る
こ
と
も
当
然
に
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
償
還
が
早
期

に
終
了
す
る
後
者
に
該
当
す
る
道
路
か
ら
、
償
還
が
終
了

し
た
後
も
更
に

｢
一
定
割
合
の
誤
差
の
範
囲
｣
の
交
通
量

に
相
当
す
る
料
金
徴
収
を
続
け
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と

す
る
制
度
と
し
て

｢公
差
制
度
｣
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
%

こ
の
制
度
に
よ
り
、
交
通
量
を
過
大
に
推
計
し
、
償
還

期
間
満
了
時
点
で
償
還
が
終
了
し
な
い
結
果
と
な
る
道
路

の
欠
損
金
を
、
交
通
量
を
過
少
に
推
計
し
早
期
に
償
還
が

終
了
し
た
道
路
の
償
還
終
了
後
に
徴
収
し
た
料
金
収
入
で

賄
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
損
失
補
て
ん
引
当

金
制
度
と
同
様
に
、
こ
の

｢公
差
制
度
｣
は
、
公
団
等
の

経
営
は
安
定
化
に
資
す
る
重
要
な
制
度
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



当
該
制
度
は
昭
和
四
〇
年
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施

行
令
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
そ
の
根
拠

規
定
は
同
令
第
五
条
第
二
項
で
あ
り
、
既
出
の

｢
一
定
の

割
合
｣
も
、
同
規
定
で
一
五
%
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度
に
お
け
る

｢積
立
｣

に
充
て
る
費
用
が
、
当
該
道
路
の
償
還
す
べ
き
費
用
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
公
差
制
度
に
よ
り
徴
収
す

る
料
金
に
つ
い
て
は
特
に
、
｢償
還
す
べ
き
費
用
｣が
あ
っ

て
そ
れ
に
充
て
る
た
め
に
料
金
を
徴
収
す
る
と
い
う
形
態

は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
｢
(前
略
)
当
該
道
路
に
お
け

る
車
両
の
交
通
量
が
、
当
該
道
路
の
料
金
徴
収
総
額
が
第

二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
合
算
額
に
見
合
う
こ

と
と
な
っ
た
時
ま
で
の
車
両
の
交
通
量
に
一
･
一
五
を
乗

じ
て
得
た
も
の
に
達
す
る
ま
で
は
、
当
該
料
金
の
額
は
、

な
お
同
条
に
規
定
す
る
料
金
の
額
の
基
準
に
適
合
し
て
い

る
も
の
と
み
な
す
｣
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
交
通

量
が
、
償
還
が
終
了
し
た
段
階
の
一
･
一
五
倍
に
達
す
る

ま
で
は
、
料
金
徴
収
を
続
け
て
も
よ
い
と
い
う
規
定
の
形

態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
差
制
度
は
損
失
補
て
ん
引
当
金
制
度

と
は
制
度
的
な
扱
い
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
会

計
上
は
、
そ
の
内
部
留
保
資
金
を
損
失
補
て
ん
引
当
金
制

度
と
一
括
で
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
ま
で
、
こ
の

｢公
差
制
度
｣
に
よ
り
料
金
徴
収
が
行
わ
れ
た
道
路
は
、

日
本
道
路
公
団
の
場
合
、
新
富
士
川
橋
等
合
計
三
〇
道
路

あ
り
、
そ
の
収
入
額
は
約

一
二

一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。



は
じ
め
に

山
形
県
は
東
北
地
方
の
南
西
部
に
位
置
し
、
東
京

か
ら
概
ね
三
〇
〇
強
の
距
離
に
あ
り
、
東
西
約
九
七

如
、
南
北
一
六
四
蝿
に
及
ん
で
い
ま
す
。
県
土
面
積

は
国
土
面
積
の
約
二
･五
%
を
占
め
る
九
三
万
蹴
(全

国
第
九
位
)
で
、
こ
れ
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千

葉
県
の
合
計
面
積
に
匹
敵
す
る
広
さ
で
あ
り
、
こ
の

七
二
%
が
森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
形
を
概
括
す
る
と
、
県
の
東
側
に
奥
羽
山
脈
が

南
北
に
横
た
わ
り
、
そ
れ
と
平
行
し
て
県
の
中
央
に

出
羽
山
地
、
朝
日
山
地
、
飯
豊
山
地
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
山
地
の
間
に
あ
る
内
陸
盆
地
列
を
縫
っ
て
最

上
川

(流
域
面
積
…
県
土
の
七
五
%
)
が
流
れ
、
庄

内
平
野
を
経
て
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
し
て
は
歴
史
的
、
気
候
風
土
的
に
も
異
な
る

四
地
方
、
い
わ
ゆ
る
県
都
山
形
市
を
中
心
と
す
る
｢村

山
地
方
｣、
県
南
部
に
位
置
す
る

｢置
賜
地
方
｣、
日

本
海
に
面
す
る
｢庄
内
地
方
｣、
県
北
部
の
｢最
上
地

方
｣
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
県
で
は
二
一
世
紀
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
る

｢交
流
広
が
る
美
し
い
県
土
｣
の
実
現
に
向

け
、
『人
は
ば
た
く

ゆ
と
り
都

山
形
』を
基
本
理

念
と
す
る

｢山
形
県
総
合
発
展
計
画
｣
に
基
づ
き
各

施
策
を
推
進
し
て
お
り
、
安
全
･
安
心
で
快
適
な
生

山形県土木部道路維持課

曲形県における道路の灘時管理

活
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
環
境
･
景
観
へ
の
配

慮
、
歴
史
･
文
化
の
保
持
の
活
用
な
ど
県
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
潤
い
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
県
民
生
活
を
実
現
し
、
発
展

の
基
盤
と
な
る
質
の
高
い
社
会
資
本
整
備
を
計
画
的

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
広
域
交
流
と
県
民
生
活
を
支

え
る
交
通
基
盤
の
整
備
充
実
を
図
り
、
県
土
の
均
衡

あ
る
発
展
と
地
域
社
会
活
性
化
の
た
め
、
高
規
格
幹

線
道
路
の
整
備
等
や
、
複
数
高
速
交
通
施
設
三
〇
分

構
想
を
柱
と
す
る

｢新
た
な
交
流
を
支
え
る
道
路
の

整
備
｣、生
活
圏
三
〇
分
構
想
や
雪
に
強
い
道
路
整
備

な
ど
の
｢生
活
を
支
え
る
道
路
の
整
備
｣、
さ
ら
に
｢安

全
で
快
適
な
道
路
の
整
備
｣
を
基
本
目
標
に
、
新
し

い
交
流
圏
の
形
成
と
生
活
圏
の
一
体
化
を
支
え
る
道

路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
本
県
の
道
路
管
理
業
務
の
一
端
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

山
形
県
の
道
路
現
況

平
成
一
〇
年
四
月
一
日
現
在
の
本
県
の
道
路
状
況

は
、
高
速
自
動
車
国
道
と
し
て
県
土
の
東
西
を
走
る

｢東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線
｣
(部
分
供
用
)
が
、

建
設
省
直
轄
管
理
の
一
般
国
道
七
号
、
一
三
号
、
四

七
号
、
四
八
号
の
全
線
と
、
ニ

ニ
号
、
三

三
号

の
一
部
六
路
線
が
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
、
こ
れ
に



県
管
理
に
属
す
る
一
般
国
道
一
二
一
号
な
ど
一
一
路

線
(直
轄
国
道
と
重
複
路
線
を
含
む
)、
主
要
地
方
道

六
一
路
線
、
一
般
県
道
一
八
八
路
線
が
県
内
地
域
間

の
地
方
幹
線
網
を
形
成
し
、
合
計
で
二
六
五
路
線
、

実
延
長
三
、
六
三
二
蝿
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幹
線
網
を
補
完
す
る
市
町
村
道
は
二
五
、
三
九
五
路

線
、
実
延
長
一
一
、
四
五
0

･
五
如
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
県
管
理
国
県
道
の
改
良
率
は
八
五
･
五
%
、

舗
装
率
八
八
･
六
%
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
及
び
東

北
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

三

道
路
案
内
シ
ス
テ
ム
整
備
計
画
に
つ

い
て

1

シ
ス
テ
ム
導
入
の
背
景
及
び
目
的

近
年
の
道
路
交
通
環
境
を
概
観
す
る
と
、
価
値
観

の
多
様
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
等
の
社
会
･
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
い
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
年
々

高
度
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
の
中
で
道
路
利

用
者
に
身
近
な
、
道
路
案
内
標
識
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
観
光
立
県
で
も
あ
る
当
県
に
お

い
て
は
、
更
な
る
観
光
集
客
の
増
進
を
図
る
た
め
に

も
、
｢県
外
来
訪
車
に
対
す
る
環
境
目
的
地
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
誘
導
｣
を
実
現
し
よ
う
と
、
山
形
県
の
地
域

特
性
等
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
道
路
案

内
標
識
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

案
内
･
誘
導
の
基
本
的
な
考
え
方

①

日
常
生
活
圏
と
し
て
、
山
形
県
を
構
成
し
て

山形県流入に対するインバ 外を
与えるシステムのスタート地
点

l 県墳部 声.….….- .- ,｣
I
,｣ , .一.….… …‘

　　

　 　
◎達錠誘導

　　　

e 連続誘導

ドライバーに十分な情報を与

交差点 ･確認の標識が必

目的地の分岐標識が必要な地

い
る
四
圏
域

(最
上
･
庄
内
･
村
山
･
置
賜
)

を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
案
内
･
誘
導
の

基
本
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
案
内
シ
ス
テ
ム
に
山
形

県
ら
し
さ
を
取
り
入
れ
ま
す
。

.渚ナク〒一つ OQ 1つ くコ

次のゾ -ン流入に対するインパクト

　
　
翁　　

　　

　　
　　
ドライバーに十分な情報を与
える地点 “ -ン境界付近)

点

目　
　

目的地の標識が必要な地点

道路案内施設

ーゾう擬界部 声･- -■-‐…

曇
置図 1 案内 ･誘導空間の機能配置



②

旅
行
者
が
初
め
に
山
形
県
に
ふ
れ
る
県
境
部

め
、
必
要
に
応
じ
て
デ
ザ
イ
ン
の
協
議
、
調
整

や
各
ゾ
ー
ン
境
界
部
で
は
、
導
入
部
と
し
て
の

を
図
り
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
さ
と
見
や
す
さ

位
置
づ
け
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

流
入
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。

③

案
内
標
識
で
の
情
報
を
補
完
す
る
た
め
に
も
、

既
存
の
道
路
案
内
標
識
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

路
上
で
は
提
供
し
き
れ
な
か
っ
た
情
報
を
旅
行

者

(ド
ラ
イ
バ
ー
)
に
与
え
ま
す
。

④

目
的
地
に
対
し
て
は
、
案
内
標
識
に
よ
り
連

続
的
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
ま

た
、
分
岐
点
に
お
い
て
も
適
正
な
位
置
に
標
識

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
岐
方
向
を
明
確

に
し
ま
す
。

3

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
九
年
三
一月
に
、｢山
形
県
道
路
案
内
シ
ス
テ

ム
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
(案
)｣
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
シ
ス
テ
ム
の
具
現
化
を
図
る
た
め
、
今
後

は
以
下
に
示
す
よ
う
な
、
内
容
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①

わ
か
り
や
す
さ
と
見
や
す
さ
の
追
求

本
シ
ス
テ
ム
の
標
識
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

現
在
進
行
中
で
あ
る

｢山
形
県
景
観
形
成
検
討

会
｣
及
び

｢山
形
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
識

(新
観
光
計
画
)｣
並
び
に
｢山
形
県
屋
外
広
告

物
条
例
改
正
｣
の
動
向
と
密
接
に
関
連
す
る
た

へ
の
追
求
を
図
り
ま
す
。

②

段
階
的
な
整
備
展
開
の
推
進

整
備
テ
ー
マ
で
あ
る

"県
外
来
訪
者
に
対
す

る
主
要
観
光
地
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
“
の

実
現
を
目
標
に
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
･
経

済
情
勢
及
び
道
路
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
も
、
段
階
的
に
整
備
展
開
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

③

官
民
一
体
と
な
っ
た
利
用
者
へ
の
周
知
徹
底

本
シ
ス
テ
ム
を
効
率
よ
く
機
能
さ
せ
る
た
め

に
は
、
利
用
者
に
早
く
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
県
内
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と

道
路
管
理
者
の
双
方
が
一
体
と
な
り
、
早
い
段

階
か
ら
、
そ
し
て
整
備
状
況
に
応
じ
た
広
報
･

P
R
を
行
う
な
ど
の
利
用
者
へ
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

四

冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

本
県
は
、
県
土
全
域
が
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
指

定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
米
沢
市
を
は
じ
め
全
市
町
村
の

半
数
以
上
二
八
市
町
村
が
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町

村
と
な
る
な
ど
過
酷
な
気
象
条
件
下
に
あ
り
、
沿
岸

部
の
一
部
と
内
陸
の
少
地
区
を
除
き
所
に
よ
っ
て
は

四
m
に
も
及
ぶ
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
雪

に
よ
る
産
業
･
経
済
･
文
化
の
諸
活
動
の
停
滞
を
防

ぎ
、
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
道
路
の
冬
期
交
通

確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
重
点
的
に
そ
の
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1

雪
国
と
し
て
の
山
形
県
の
特
徴

本
県
は
気
象
の
特
性
か
ら
大
き
く
二
つ
の
地
域
に

分
け
ら
れ
、
冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て
も
、
各

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

沿
岸
地
域

鶴
岡
市
、
酒
田
市
を
中
心
と
し
た
庄
内
地
方

は
日
本
海
に
面
し
て
お
り
、
多
雨
、
多
湿
の
海

洋
性
気
候
で
冬
期
間
は
季
節
風
が
強
く
、
地
吹

雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

②

内
陸
地
域

山
形
市
を
中
心
と
し
た
村
山
地
方
、
米
沢
市

を
中
心
と
し
た
県
南
部
の
置
賜
地
方
、
新
庄
市

を
中
心
と
し
た
県
北
部
の
最
上
地
方
の
内
陸
部

は
い
ず
れ
も
盆
地
に
な
っ
て
お
り
、
気
温
の
変

　

化
が
厳
し
く
、
山
形
市
周
辺
を
除
き
置
賜
地
方
、

誘

最
上
地
方
と
も
全
国
有
数
の
多
雪
地
帯
と
な
っ

、　

て
い
ま
す
。

こ



本
県
の
冬
期
交
通
確
保
対
策
の
内
容

①

よ
り
信
頼
性
の
高
い
道
路
構
造
を
も
っ
た
道

路
の
整
備

冬
期
間
に
お
い
て
も
安
心
し
て
走
行
で
き
る

道
路
と
す
る
た
め
、
雪
崩
危
険
箇
所
、
吹
雪
箇

所
の
解
消
と
堆
雪
幅
の
確
保
、
急
カ
ー
ブ
、
急

勾
配
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

②

除
雪
体
制
の
強
化

通
勤
･
通
学
時
間
帯
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
の
定
時
制
を
確
保
す
る
た
め
、
早
朝
の

除
雪
と
除
雪
水
準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
で

あ
り
、
除
雪
機
械
の
整
備
や
除
雪
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す

(写
真
1
)
。

③

冬
期
間
に
お
け
る
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空

間
の
確
保

国
や
市
町
村
な
ど
の
連
携
に
よ
り
連
続
的
な

歩
道
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
通
学

路
や
公
共
施
設
へ
通
じ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

早
期
除
雪
に
努
め
る
ほ
か
、
流
雪
溝
な
ど
の
消

融
雪
施
設
の
整
備
を
進
め
、
よ
り
安
全
で
快
適

妻
＼

こ
と

　
　

　
　　

な
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

④

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社
会
へ
の
対
応

平
成
五
年
度
か
ら
本
格
的
な
脱
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
社
会
へ
の
移
行
に
伴
い
、
路
面
凍
結
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
発
や
交
通
渋
滞
が
新
た

な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
消
融
雪
施
設
の
整
備
と

凍
結
防
止
剤
散
布
車
の
増
強
に
よ
り
、
急
勾
配
、

急
カ
ー
ブ
、
交
差
点
、
橋
梁
部
な
ど
冬
期
交
通

の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
解
消
に
努
め

て
い
る
ほ
か
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所
や
堆
雪
幅
の

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

　

　　

寒
〆

真

群
"、

写

3

除
雪
機
械
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

除
雪
機
械
の
施
工
管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
か
ら
本
運
用
を
実

施
し
、
順
次
全
機
種
に
導
入
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①

除
雪
機
械
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
と
は

現
在
、
除
雪
機
械
の
稼
働
時
間
の
集
計
は
、

タ
コ
グ
ラ
フ
チ
ャ
ー
ト
紙
を
入
力
に
よ
り
読
み

取
り
集
計
す
る
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
で
は
非
常
に
繁
雑
で
多
く
の
時
間
と
労
力
を

費
や
し
、
ま
た
読
み
取
り
誤
差
な
ど
の
問
題
も

あ
り
、
担
当
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
合
理
化
･
O
A



化
し
た
の
が

｢除
雪
機
械
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム

(I
C
カ
ー
ド
方
式
)｣で
す
。
こ
れ
は
車
載
装

置

(稼
働
時
間
記
録
の
書
き
込
み
)
と
集
計
用

シ
ス
テ
ム
(稼
働
時
間
の
読
み
取
り
及
び
集
計
)

離
-
醤

所

榊
霊

埒
解圃
彎

か

ー

)
萩

ゑ
録

電-
,

力
(

り
入
正
力

分
離

鰤
椒臘鰤機眺
椦
楮

鱗
め解繃馨織
物
鰍

稼

.

･
･
･

凄
藏

夕
報
一

1ー

偏
デ
)

集

庫
列
容

量

収

入
系
内
鬆
分
分

み

一双
/
時
業
矩
区
区
疊
込

彌

庫
雑
作
行
線
種
油
み

岡

出
作
(
走
路
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C

K
鰭
離
子
熊
鯛
に

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
除
雪
機
械
に
取
り

が
た

“
｣
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

付
け
ら
れ
た
各
種
作
業
セ
ン
サ
ー
が
作
業
状
況

を
判
断
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
を
介
し

て
I
C
カ
ー
ド
に
作
業
時
間
を
記
録
し
、
そ
の

I
C
カ
ー
ド
を
パ
ソ
コ
ン
に
て
自
動

読
み
取
り
、
自
動
集
計
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
◇

②

導
入
に
よ
る
利
点

･
除
雪
機
械
一
台
毎
、
路
線
毎
、
一

定
期
間
毎
な
ど
、
き
め
細
か
な
集

計
が
素
早
く
で
き
ま
す
。

･
集
計
ミ
ス
や
読
み
取
り
の
バ
ラ
ツ

キ
が
な
く
適
正
な
評
価
が
期
待
で

き
ま
す
。

･
実
作
業
、
回
送
、
そ
の
他
作
業
の

作
業
区
分
が
明
確
に
で
き
、
そ
れ

に
よ
り
実
作
業
時
間
が
減
と
な
り
、

除
雪
費
の
節
減
が
で
き
ま
す
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
山
形
県
に
お
け
る
道
路
維
持
管

理
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
最
後
に
折
角
の
機
会
で
す
か

ら
、
平
成
一
一
年
一
〇
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
｢第

一
二
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

(
ス
ポ
レ
ク
や
ま

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

｢全
国
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
｣
は
、
北
海
道

･
東
北
ブ

ロ
ッ
ク

で
は
初
め
て
当
県
で
、
二
〇
市
町
村
を
中
心
に
平
成

一
一
年
一
〇
月
一
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
｢競
う
｣
こ
と
よ
り
も
｢交
流
｣
に

重
点
を
お
い
て

｢
い
つ
で
も

･
ど
こ
で
も

･
だ
れ
で

も
｣
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
幅
広
い
年
齢
層
に
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
明
る
く
豊
か
な
生
活

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢
ス
ポ
レ
ク
や
ま
が
た

“
｣
は
、
｢笑
顔
や
ま
が

た

地
球
は
ど
こ
で
も
運
動
場
｣
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

本
県
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
･
歴
史
な
ど
に
よ
り
、

全
国
か
ら
集
う
多
く
の
人
々
を
県
民
が
笑
顔
で
歓
迎

し
、
交
流
･
友
好
の
輪
を
深
め
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
大
勢
の
方
々
に
、
山
形
県
を
訪

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



静
岡
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
通
路
事
業
』

静
岡
県
土
木
部
道
路
企
画
課

で
、
全
国
の

｢三
%
経
済
｣
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
｢日
本
経
済
の
縮
図
｣と
言
わ
れ
て
い

ま
す
よ
う
に
、
県
西
部
を
中
心
に
電
子
、
電
機
、
一

般
機
械
、
二
輪
車
･
四
輪
車
な
ど
の
輸
送
機
械
を
代

表
と
す
る
輸
出
型
産
業
が
多
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。二

窓
じ
の
国
の
道
づ
く
り

我
が
国
は
、
こ
れ
か
ら
二
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
厳
し
い
経
済

環
境
下
で
の
産
業
構
造
の
変
化
と
い
っ
た
時
代
の
流

れ
に
対
応
す
る
、
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
静
岡
県
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
政

の
指
針
と
な
る
新
世
紀
創
造
計
画

(平
成
七
年
度

-
平
成
一
六
年
度
)
の
中
で
も
、
｢総
合
交
通
体
系
プ

一

は
じ
め
に

静
岡
県
は
、
本
州
中
部
の
太
平
洋
岸
に
位
置
し
、

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
各
時
代
を
通
じ
て
関
西

地
方
と
関
東
地
方
を
結
ぶ
東
海
道
の
要
衝
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
霊
峰
富
士
や
伊
豆
地
域

を
含
む
富
士
箱
根
伊
豆
と
南
ア
ル
プ
ス
の
二
つ
の
国

立
公
園
を
抱
え
る
全
国
屈
指
の
観
光
県
で
も
あ
り
ま

す
。静

岡
県
は
、
駿
河
国
、
遠
江
国
、
伊
豆
国
の
三
国

が
合
併
･
分
離
を
繰
り
返
し
て
明
治

=
年
に
現
在

の
形
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
二
九
七
市

町
村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
合
併
に
よ
り
、

現
在
で
は
二
一
市
四
九
町
四
村
に
な
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
の
総
面
積
は
約
七
、
七
八
九
臍
で
全
国
土
の

二
･
一
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
ロ
は
、
約

三
七
四
万
人

(平
成
七
年
度
国
勢
調
査
)
で
、
全
人

□
の
三
･
○
%
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
静

岡
市
や
浜
松
市
等
の
東
海
道
沿
線
沿
い
の
都
市
に
集

中
す
る
一
方
、
北
部
山
間
地
や
伊
豆
地
域
な
ど
は
過

疎
化
･
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

気
候
は
、
富
士
山
･
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
は
山
岳
性
、

高
原
･
山
間
部
は
内
陸
性
、
沿
岸
部
は
海
洋
性
と
い

う
よ
う
に
、
地
域
に
よ
り
違
い
は
あ
る
も
の
の
全
体

的
に
夏
に
雨
が
多
く
冬
は
少
な
い
太
平
洋
側
特
有
の

気
候
で
あ
り
、
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な
っ

て
い
ま
す
。

産
業
･
経
済
は
、
全
国
と
比
較
し
て
み
る
と
、
人

□
、県
民
所
得
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
指
標
で
｢全

国
第
一
○
位
｣、数
量
的
に
占
め
る
割
合
は
ほ
ぼ
三
%



口
グ
ラ
ム
｣
を
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て

提
示
し
て
い
ま
す
。

印

道
路
網
の
現
状

本
県
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
ず
東
西
に
我

が
国
の
大
動
脈
で
あ
る
東
名
高
速
道
路
が
国
道
一
号

と
と
も
に
主
要
都
市
を
貫
く
よ
う
に
走
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
東
西
方
向
の
幹
線
道
路
に
、
富

士
川
･
安
倍
川
･
大
井
川
･
天
竜
川
の
大
河
川
や
伊

豆
半
島
の
海
岸
線
な
ど
に
沿
っ
た
南
北
道
路
が
く
し

状
に
結
び
つ
き
、
道
路
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
主
要
都
市
は
国
道
一
号
沿
い
に
集
中
し
て

い
る
た
め
東
西
交
通
量
が
多
く
、
南
北
に
流
れ
る
大

河
川
の
橋
梁
部
で
渋
滞
が
慢
性
的
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
名
高
速
道
路
に
も
交
通
量
が
七
五
、

0
0
0
台
/
日
を
超
え
る
区
間
が
あ
り
、
恒
常
的
な

交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

②

静
岡
3
0

(サ
ー
テ
ィ
ー
)
構
想

静
岡
県
は
、
二
一
世
紀
初
頭
を
目
標
と
し
、
県
民

が
買
い
物
や
文
化
鑑
賞
な
ど
都
市
の
持
つ
利
便
性
と
、

農
山
村
の
持
つ
自
然
の
良
さ
を
気
軽
に
享
受
で
き
る

豊
か
で
快
適
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
体
系
的

な
道
路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
地
域
中
心
都
市
へ
三
〇
分

で
移
動
可
能
な
道
路
交
通
を
実
現
す
る
と
し
た

｢静

岡
3
0
構
想
｣
を
基
に
道
路
網
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

③

静
岡
県
新
道
路
五
箇
年
計
画

国
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
静

岡
県
に
お
い
て
も
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
、
地

域
社
会
･
利
用
者
･
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

道
路
整
備
を
重
点
的
･
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢静
岡
県
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
本
計

画
に
お
い
て
は
、
｢真
に
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
個
性

輝
く
社
会
の
実
現
｣
に
向
け
、
以
下
の
四
つ
の
基
本

方
向
に
従
い
、
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
生
活
基
盤
道

　
　

　
　
　　
　

　　
　
　　　　

こ

ご
ぶき
き

　
　
　

き

きさま

な

、
、べ
き

　

　
　　　



路
ま
で
の
道
路
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
･
山
･
草
原
の
五
つ
の
小
国
｣
と

｢街
｣
の
施

①
全
国
や
世
界
と
行
き
交
う
た
め
の
道
づ
く
り

設
を
配
置
し
ま
す
。

②
地
域
の
活
力
を
創
造
す
る
た
め
の
道
づ
く
り

③
く
ら
し
の
安
心
と
豊
か
さ
を
支
え
る
道
づ
く
り

④
人
や
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
道
づ
く
り

三

地
域
振
興
プ
□
ジ
エ
ク
ト
と
そ
れ
を

支
援
す
る
道
路
事
業

建
設
省
は
、
平
成
八
年
度
に
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、

さ
ら
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
そ
う
な
道
路
事
業
に
つ
い
て
重
点
投
資
を

行
う

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
を
創
設
し
ま

し
た
。

静
岡
県
に
お
い
て
は
、
次
の
三
箇
所
の
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣

の
対
象
と
し
て
選
定
し
、
関
連
道
路
の
整
備
促
進
を

図

っ
て
お
り
ま
す
。

1

静
岡
県
富
士
山
こ
ど
も
の
国
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
雄
大
な
自
然
の

中
で
友
人
や
家
族
と
元
気
に
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ

と
を
通
じ
て
、
生
命
の
貴
さ
や
自
然
の
厳
し
さ
を

学
び
、
夢
や
冒
険
心
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
場
の

創
造
を
目
指
し
、
自
然
の
要
素
で
あ
る
｢森
･水
･

設
を
配
置
し
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
富
士
市

･
面
積

一
九
七
姫

③
地
域
活
性
化
の
効
果

平
成
三
年
度
に
市
民
･
議
会
の
総
意
に
よ
り
誘

致
し
た
も
の
で
富
士
･
愛
鷹
山
麓
の
自
然
を
活
か

し
た
市
民
生
活
の
質
的
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(補
助
国
道
)

･
一
般
国
道
四
六
九
号

(富
士
拡
幅
)

富
士
宮
市
方
面
か
ら
こ
ど
も
の
国
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
山
梨
県
を

含
め
た
富
士
山
周
遊
観
光
ル
i
ト
の
形
成
に
寄

与
し
ま
す
。

(地
方
道
)

･
主
要
地
方
道

三
島
富
士
線

(沼
津
市
石
川
)

こ
ど
も
の
国
か
ら
、
東
名
高
速
沼
津
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
同
公

園
利
用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
ま
す
。

･
市
道

一
色
小
沢
三
号
線

こ
ど
も
の
国
か
ら
、
国
道
一
三
九
号
、
東
名

高
速
富
士
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
同
公
園
利
用
者
の
利
便
が
図
ら
れ

ま
す
。

2

東
静
岡
地
区
都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業

①
内
容
･
目
的

旧
国
鉄
東
静
岡
貨
物
駅
跡
地
及
び
周
辺
地
区
を

含
む
束
静
岡
地
区
に
、
静
清
広
域
都
市
圏
の
新
都

市
圏
の
新
都
心
、
ま
た
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
の

進
展
に
対
応
し
た
高
次
機
能
を
有
し
た
、
｢ゆ
と
り

と
潤
い
の
魅
力
あ
る
｣
都
市
の
形
成
を
目
指
し
ま 富士山こどもの国 ･｢街｣



す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
静
岡
市

･
面
積

八
七
加

③
地
域
活
性
化
の
効
果

情
報
発
信
機
能
及
び
集
会
･
展
示
機
能
の
施
設

整
備
、
産
業
文
化
を
通
じ
て
の
交
流
拠
点
の
整
備

費
滋

　　　
　
　　　朧

、ふしふさご""、きき"＼

静岡県コンベンションアーツセンター

　

　　
　　

　　
　

べき
鳶

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
活
性
化
が
期
待

･
一
般
国
道
一
号

(静
清
バ
イ
パ
ス
)

さ
れ
ま
す
。

静
岡
市
、
清
水
市
間
の
交
通
混

④
重
点
施
策
事
業

交
通
安
全
の
確
保
が
期
待
さ
れ
て

･
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

静
岡
市
、
清
水
市
間
の
交
通
混
雑
の
緩
和
と

交
通
安
全
の
確
保
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

(補
助
国
道
)

･
一
般
国
道
一
五
〇
号

(静
岡
バ
イ
パ
ス
)

焼
津
市
方
面
か
ら
東
静
岡
地
区
都
市
拠
点
へ

の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
同
拠
点
地
域
利

用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
ま
す
。

･
一
般
国
道
一
五
〇
号

(清
水
バ
イ
パ
ス
)

･
一
般
国
道
三
六
二
号

(大
原
-
谷
津
拡
幅
)

(街
路
)

･
静
岡
下
島
線

J
R
静
岡
駅
か
ら
東
静
岡
地
区
都
市
拠
点
へ

の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
同
拠
点
地
域
利

用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
ま
す
。

･
北
街
道
線

一般国道 1号 静清バイパス

3

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

①
目
的
･
内
容

県
中
西
部
に
位
置
す
る
小
笠
山
丘
陵
は
二
市
三

町
に
ま
た
が
る
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
こ
れ
を

有
効
活
用
し
、
二
一
世
紀
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る

高
齢
化
や
健
康
志
向
に
対
し
、
｢健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

と
自
然
｣
を
テ
ー
マ
に
公
園
整
備
を
行
い
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
袋
井
市
、
掛
川
市



･
面
積

二
六
九
加

③
地
域
活
性
化
の
効
果

二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
、
二

〇
〇
三
年
国
民
体
育
大
会
の
開
催
会
場
と
し
て
計

画
さ
れ
、
高
齢
化
、
健
康
対
策
は
も
と
よ
り
地
域

の
活
性
化
や
都
市
間
競
争
に
生
き
残
る
魅
力
づ
け

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

　
　　
　
　
　　　
　

　
　

　

　

　

　　

　

　　
　
　
　

　
　

　

　　
　　
　
　
　　

　

群
れ蛾
、
総小笠山総合運動公園

･
一,般
国
道
一
号

(日
坂
バ
イ
パ
ス
)

主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
一
号
バ
イ
パ
ス

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
静
岡
市
方
面
か
ら

の
同
公
園
利
用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
ま
す
。

(補
助
国
道
)

･
一
般
国
道
一
五
〇
号
線

(磐
南
バ
イ
パ
ス
)

浜
松
市
南
部
及
び
竜
洋
町
･
福
田
町
方
面
か

ら
運
動
公
園
へ
の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
同
公
園
利
用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
ま
す
。

(地
方
道
)

･
主
要
地
方
道

磐
田
原
イ
ン
タ
ー
線

(磐
田
市
北
浦
)

束
名
高
速
磐
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道

一
号
磐
田
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
浜

松
方
面
か
ら
の
同
公
園
利
用
者
の
利
便
が
図
ら

れ
ま
す
。

･
一
般
県
道

浜
松
袋
井
線

(か
さ
さ
ぎ
大
橋
)

･
一
般
県
道

豊
浜
磐
田
線

酋
旦浜
橋
)

四

お
わ
り
に

新
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
静
岡
県
に
お
い
て

は
国
内
各
地
と
の
社
会
･
経
済
･
文
化
的
な
交
流
を

促
進
す
る
た
め
に

｢新
ニ
ッ
ポ
ン
大
動
脈
｣
と
言
わ

れ
て
い
る
第
二
東
海
自
動
車
道
を
は
じ
め
、
中
部
横

断
、
三
遠
南
信
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
等
の
高
規
格

幹
線
道
路
網
や
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
隣
接
地
域

と
の
円
滑
な
交
流
を
促
進
す
る
主
要
幹
線
道
路
網
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
部
山
間
地
や
伊
豆
地
域
等
の
緊
急
輸
送

路
の
確
保
な
ど
災
害
対
策
の
推
進
、
県
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
や
慢

性
的
な
渋
滞
対
策
な
ど
県
民
の
多
様
な
期
待
に
応
え

る
よ
う
な
道
路
の
整
備
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
で
は
こ
こ
数
年
間
に

｢伊
豆
新

世
紀
創
造
祭
｣
｢
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
｣
｢し

ず
お
か
国
際
園
芸
博
覧
会

『パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
フ
ロ
ー

ラ
二
〇
〇
四
』｣
等
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
国
内
各
地
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
魅
力
あ
る
情

報
を
発
信
す
る
機
会
が
訪
れ
ま
す
が
、
そ
の
効
果
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
も
陸
･
海
･
空
が
一
体
と
な

っ
た
広
域
交
通
体
系
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。静

岡
県
と
し
ま
し
て
は
、
｢静
岡
県
新
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
｣
推
進
の
た
め
以
下
の
五
つ
の
留
意
点
を

設
け
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

=
役
割
や
性
格
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
整
備

②
計
画
の
透
明
性
確
保
と
住
民
参
加

③
効
果
的
、
効
率
的
な
施
策
展
開

④
県
民
生
活
の
質
的
向
上
の
支
援

③
地
域
の
発
想
や
創
意
工
夫
の
実
現
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10
･
29“総

“

月
･
目

世

界

の

動

き

○
米
航
空
宇
宙
局

(N
A
S
A
)
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
･
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
を
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
た
。
向

井
千
秋
さ
ん

(四
六
)
や
ジ
ョ
ン
･
グ
レ
ン
上
院
議
員

(七
七
)

ら
が
乗
り
組
ん
だ
。

○
米
国
の
中
間
選
挙
投
票
の
結
果
、
民
主
党
が
上
院
で
現
状
を
ほ

ぼ
維
持
、
下
院
で
議
席
を
上
乗
せ
し
て
勝
利
。
大
統
領
の
与
党
が

中
間
選
の
下
院
で
議
席
を
増
や
し
た
の
は
一
九
三
四
年
以
来
。

○
日
本
と
ロ
シ
ア
政
府
が
小
渕
恵
三
首
相
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領

の
首
脳
会
談
に
基
づ
い
た

｢日
本
と
ロ
シ
ア
間
の
創
造
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に
関
す
る
モ
ス
ク
ワ
宣
言
｣
を
発
表
。
平
和
条

約
交
渉
を
加
速
し
、
二
0
○
○
年
ま
で
に
締
結
す
る
よ
う
全
力
を

尽
く
す
こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
。

○
米
国
の
大
手
た
ば
こ
メ
ー
カ
ー
の
四
社
が
州
政
府
の
求
め
て
い

た
、
た
ば
こ
の
健
康
被
害
に
対
す
る
補
償
に
関
す
る
民
事
訴
訟
を

終
わ
ら
せ
る
た
め
、
総
額
二
、
0
六
○
億
ド
ル

(約
二
五
兆
円
)

の
和
解
金
を
支
払
う
こ
と
で
基
本
的
に
合
意
し
た
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
公
定
歩
合
と
フ
ェ
デ

ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
○
･
二
五
%

引
き
下
げ
公
定
歩
合
年
四
･
五
0
%
、
F
F
金
利
年
四
･
七
五
%

と
し
て
即
日
実
施
、
減
速
の
兆
し
の
あ
る
米
経
済
の
テ
コ
入
れ
措

置
。

事

項

m
･
第"

=
･
1015

鰤
月
･
日

国
内
の
動

き

○
日
本
長
期
信
用
銀
行
が
小
渕
恵
三
首
相
に
文
書
を
提
出
、
特
別

公
的
管
理

(
一
時
国
有
化
)
を
求
め
る
申
請
を
し
た
。
同
首
相
が
、

こ
れ
を
決
定
し
た
。

○
政
府
が
日
本
画
の
平
山
郁
夫
氏

(六
八
)
や
大
阪
大
学
長
の
岸

本
忠
三
氏

(五
九
)
ら
五
人
に
文
化
勲
章
を
贈
る
と
発
表
し
た
。

○
総
務
庁
発
表
の
労
働
調
査
に
よ
る
と
、
九
月
の
完
全
失
業
率
は

四
･
三
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
と
同
率
の
最
悪
の
記
録
と

な
っ
た
。

○
景
気
対
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

｢商
品
券
構
想
｣

に
つ
い
て
、
自
民
党
と
新
公
明
党
が
合
意
し
、
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
対
象
は
寝
た
き
り
や
低
所
得
の
老
人
と
一
五
歳
以
下

の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
。

○
沖
縄
県
知
事
選
挙
が
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
、
自
民
党
県
連
な

ど
が
推
す
稲
嶺
恵
一
氏

(六
五
)
が
、
現
職
の
大
田
昌
秀
氏

(七

一毛

ら
を
破
っ
て
初
当
選
。

○
政
府
が
経
済
対
策
閣
僚
会
議
で
減
税
を
含
め
総
額
二
四
兆
円
規

模
の
緊
急
経
済
対
策
を
決
定
。
財
政
構
造
改
革
法
は
凍
結
さ
れ
た
。

○
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
諸
井
虔
委
員
長
が
、
第
五
次
勧
告
を

小
渕
恵
三
首
相
に
手
渡
し
、
国
直
轄
の
事
業
と
管
理
範
囲
の
縮
減

な
ど
を
求
め
た
。

○
小
渕
恵
三
首
相
と
自
由
党
の
小
沢
一
郎
党
首
が
、
連
立
政
権
を

作
る
こ
と
で
合
意
、
自
民
、
自
由
両
党
間
で
具
体
的
に
検
討
す
る
。

○
小
渕
首
相
と
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
東
京
で
会
談
、
地
下
核

施
設
の
疑
惑
の
あ
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
に

対
し
て
韓
国
を
加
え
た
三
ヵ
国
で
対
応
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致

し
た
。

○
小
渕
首
相
が
額
賀
稲
志
郎
防
衛
庁
長
官
に
代
わ
っ
て
野
呂
田
芳

成
元
農
水
相
を
任
命
。

事

項

10
･
第第

月
了
日

道
路
行
政
の
動
き

○
日
仏
I
T
S
道
路
技
術
協
力
に
つ
い
て
覚
書
締
結
合
意
。

○
東
北
横
断
自
動
車
道

(山
形
自
動
車
道
)
寒
河
江
I
C
-
西
山

I
C

(延
長
一
二
･
八
虹
)
が
開
通
。

事

項
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.
け
しよつ

陰

陽

卦
象
と
は
算
木
の
上
に
表
さ
れ
た
間
と
-
の
マ
ー

ク
が
織
り
な
す
模
様
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
･薹
･粥
･

,火{

一言

風

山

澤

軸
･
田
･
間一m
･
一帯
･
間--こ
の
三
本
一
組
の
卦
象
を
八

卦
と
い
＼

人
の
生
存
に
必
要
な
自
然
物
の
名
が
つ

い
て
い
る
。
八
卦
を
も
う

一
つ
重
ね
る
と
、
(8
×
8
)

六
四
卦
が
出
来
る
。
こ
れ
で
人
事
百
般
を
占
う
。
多

岐
な
人
事
を
僅
か
六
四
卦
で
対
応
で
き
る
の
は
、
自

然
物
の
八
卦
を
観
念
の
八
卦
に
転
換
し
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
観
念
は
人
そ
れ
人
＼
が
持
つ
精
神
構
造

だ
か
ら
、
物
の
場
合
の
よ
う
に
そ
の
形
質
に
拘
束
さ

れ
ず
自
由
な
思
考
が
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
形
而
下

の
も
の
を
形
而
上
の
観
念
の
こ
と
に
転
換
さ
せ
る
に

は
場
が
必
要
で
あ
る
。
三
本
一
組
の
八
卦
を
六
本
一

組
に
し
た
と
き
、
上
の
八
卦

(外
卦
)
と
下
の
八
卦

(内
卦
)
が
同
じ
卦
象
で
重
な
る
の
が
八
つ
出
来
る
。

こ
れ
を
重
卦
と
い
＼

こ
こ
で
転
換
が
行
な
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
転
換
さ
れ
た
観
念
の

八
卦
は
自
由
勝
手
な
思
考
が
許
さ
れ
る
と
言
う
訳
で

は
な
い
。
易
占
い
と
い
う
目
的
が
あ
る
以
上
、
思
考

枠
も
自
ず
か
ら
制
限
さ
れ
る
。
易
経
の
十
翼
の
一
つ

説
卦
伝
を
参
考
に
し
て
代
表
的
な
も
の
を
図
示
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
外
卦
内
卦

卦

名

物
の
八
卦

観
念
の
八
卦

一

薑

薹

乾
為
夫

天

乾

地

地

こん
い
ぢ

能

離

坤
為
地

地

中

　　

　　

　
　
　

　

　

薹

囲

離
為
火

火

難

題

田

震
為
雷

雷

震

鞘

鞘

巽
為
風

風

巽

罷

罷

艮
為
山

山

艮

璽

聾

党
為
澤

澤

党

右
の
八
重
卦
に
は
乾
為
天
･坤
為
地
･次
為
水
!
!

の
よ
う
に
八
卦
の
間
に
為
が
あ
る
。
為
と
は

｢人
為

で
ソ
ウ
ナ
ル
｣
即
ち
そ
の
よ
う
に
決
め
た
と
い
う
意

味
で
転
換
の
場
を
表
し
て
い
る
。
以
下
右
の
図
を
敷

街
し
て
み
た
い
。

の
乾
為
天
。
天
は
無
限
の
力
を
秘
め
た
空
間
で
、
乱

れ
る
こ
と
の
な
い
剛
さ
を
も

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
乾

と
い
＼
性
情
は
ス
コ
ヤ
カ
即
ち
健
で
健
康
の
語
源
、

方
位
は
西
北
、
序
列
は
父
と
み
る
。

e
坤
為
地
。
坤
と
は
上
に
伸
る
意
。
草
木
が
伸
び
る

に
は
天
の
気
に
対
し
柔
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ

か
ら
、
性
情
は
順
で
、
方
位
は
西
南
、
序
列
は
母
と

み
る
。

e
炊
為
水
。
軟
と
は
オ
ト
シ
穴
の
こ
と
で
、
水
を
こ

の
穴
に
陥
る
危
険
な
も
の
と
み
る
。
性
情
は
陥
る
で

方
位
は
北
、
序
列
で
こ
の
卦
を
中
男
と
す
る
に
は
少

-水

陰…

陽…

し
説
明
が
い
る
。
間
の
卦
象
は
m
が
二
つ
鯏
が
一
つ
。

易
で
は
数
の
少
な
い
方
が
決
定
権
を
も
つ
。
男
女
の

性
別
に
す
る
と
餓
の
数
よ
り
も
-
が
少
な
い
か
ら
男

性
に
な
る
。
卦
は
下
か
ら
上
に
数
え
る
か
ら
二
番
目

ちゆラな
ん

は
中
男
と
み
る
。

り
い
か

@
縦
為
火
。
火
だ
け
を
と
り
出
そ
う
と
す
る
と
、
そnア

の
火
を
燃
え
さ
せ
て
い
る
物
質
が
つ
い
て
来
る
。
雛

･
･

れ
い

は
ツ
ク
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
性
情
は
麗
で
附
着
す

る
意
。
方
位
は
南
で
序
列
は
中
女
と
み
る
。

し
ん
い
ら
い

ふる

ふ
る

e
震
為
雷
。
天
を
震
わ
せ
る
雷
鳴
。
地
を
震
わ
せ
る

地
震
。
だ
か
ら
性
情
は
動
く
。
方
位
は
東
。
序
列
は

既
に
述
べ
た
と
お
り
で
長
男
と
み
る
。

そん
い
ふう

そ
ん

の
巽
為
風
。
巽
と
は
目
に
見
え
な
い
ひ
そ
か
な
動
き
。

風
は
見
え
な
い
で
ど
こ
へ
で
も
入
り
込
む
。
性
情
は

入
り
。
序
列
は
長
女
と
み
る
。

ご
ん
い
ざ
ん

ご
ん

こん

の
艮
為
山
。
艮
は
根
と
同
じ
で
動
か
し
が
た
い
も
の

　　　　

の
意
。
性
情
は
止
ま
る
こ
と
。
方
位
は
東
北
、
序
列

は
小
男
と
み
る
。

だ
い
たく

鈴“

陰"

e
免
為
澤
。
薑
の
卦
は
上
に
あ
る
…
を
ロ
を
開
け
て

かたち

よるこ

笑
っ
て
い
る
象
に
み
る
か
ら
、
性
情
は
説
ぶ
で
方
位

せ
つ

え
つ

は
西
、
序
列
は
小
女
と
み
る
。
説
は
悦
と
同
字
で
気

に
入
っ
て
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
先
の

ぢ
ら
いふく

字
が
つ
い
て
い
る
。

ー
地
雷
復
ー
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